
平
安
初
期
の
天
皇
権
威
と
国
忌

堀

裕

【
要
約
】
　
天
皇
等
の
国
家
的
周
忌
仏
事
で
あ
る
「
国
忌
扁
を
素
材
に
、
平
安
初
期
に
お
け
る
天
皇
権
威
の
再
編
過
程
を
検
討
し
た
。
八
世
紀
後
半
に
天
皇

権
威
が
動
揺
す
る
中
、
代
々
の
天
皇
す
べ
て
を
重
視
す
る
必
然
性
は
な
く
な
り
、
そ
の
再
編
の
前
提
と
な
っ
て
い
た
。
榎
武
朝
に
は
、
天
智
天
皇
を
八
世

紀
初
頭
同
様
「
王
朝
の
毒
殺
」
と
し
て
継
承
す
る
一
方
で
、
光
仁
天
皇
を
「
新
王
朝
の
始
祖
」
と
位
置
付
け
た
。
と
く
に
「
新
王
朝
」
は
、
長
岡
京
や
平

安
京
な
ど
都
城
に
体
現
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
又
、
長
岡
京
に
お
い
て
実
行
さ
れ
た
延
暦
十
年
の
国
忌
省
除
は
、
こ
れ
ま
で
「
天
煙
管
」
皇
統
排
斥
論

や
、
門
天
武
系
」
皇
統
か
ら
「
天
智
系
扁
皇
統
へ
の
交
替
な
ど
の
論
拠
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
説
は
成
り
立
た
な
い
。
む
し
ろ
、
天
智
天

皇
を
始
祖
と
し
つ
つ
、
代
々
の
天
皇
を
重
視
し
な
い
点
で
他
の
施
策
と
共
通
す
る
。
そ
の
後
建
設
さ
れ
た
平
安
京
の
特
色
は
、
長
岡
京
で
の
政
策
を
継
承

し
つ
つ
個
々
の
天
皇
権
威
を
超
え
、
天
皇
位
そ
の
も
の
を
重
視
し
た
東
寺
・
西
寺
が
建
立
さ
れ
た
点
に
あ
る
。
東
寺
・
西
寺
で
の
国
忌
実
施
は
、
桓
武
朝

よ
り
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
天
皇
権
威
再
編
の
一
つ
の
帰
結
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
史
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は
　
じ
　
め
　
に

本
稿
は
、
ま
ず
長
岡
京
に
都
が
あ
っ
た
時
期
の
史
料
で
あ
る
『
続
目
本
紀
』
延
暦
十
年
（
七
九
一
）
三
月
癸
未
条
（
以
下
門
延
暦
十
年
国
忌
省

除
」
と
す
る
）
を
め
ぐ
っ
て
検
討
を
す
す
め
る
。

太
政
官
里
言
「
謹
案
二
野
記
一
日
『
天
子
七
廟
、
三
昭
三
穆
与
二
太
祖
之
廟
一
躍
七
』
、
又
日
『
舎
レ
故
而
誰
レ
新
』
、
注
日
『
舎
二
親
尽
之
祖
↓
藍
屋
二
新
死
者
』
、
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今
国
忌
稚
多
、
親
世
亦
尽
、
一
日
万
機
、
行
事
多
滞
。
請
垂
垂
之
忌
、
一
従
省
除
L
奏
可
之
。

　
太
政
官
は
、
中
国
の
宗
廟
に
闘
わ
る
礼
意
を
引
用
し
つ
つ
、
い
ま
日
本
に
お
い
て
、
①
国
思
が
多
く
な
り
、
親
し
い
世
で
は
な
く
な
っ
た
者

が
国
忌
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、
②
国
恩
は
業
務
と
な
る
た
め
政
務
な
ど
の
行
事
が
滞
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二
点
を
問
題
と
し
て
掲

げ
、
親
し
さ
の
尽
き
た
祖
先
の
国
忌
に
つ
い
て
は
、
省
き
除
く
こ
と
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
桓
武
天
皇
は
許
可
を
与
え
た
。

　
　
　
　
　
①

　
「
天
子
三
芳
」
と
は
、
王
室
の
始
祖
と
位
遣
づ
け
ら
れ
る
太
祖
と
、
現
皇
帝
に
近
い
六
世
代
を
祀
る
皇
帝
の
祖
先
祭
祀
の
場
で
あ
る
。
も
し

「
新
死
者
」
が
出
れ
ば
、
太
祖
な
ど
不
学
之
祖
を
除
き
、
「
親
書
之
祖
」
の
神
主
（
位
牌
）
を
太
廟
か
ら
、
別
の
部
屋
に
移
動
す
る
こ
と
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
。
唐
の
場
合
、
当
初
は
七
廟
で
あ
っ
た
が
、
玄
宗
朝
の
開
元
十
一
年
（
七
二
三
）
に
九
廟
制
に
移
行
し
た
。
日
本
の
律
令
で
は
、
周
知
の
よ

う
に
こ
の
宗
廟
制
を
受
容
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
③

　
次
に
「
国
忌
」
と
は
、
国
家
的
に
行
う
皇
帝
（
天
皇
）
や
皇
后
の
恩
日
祭
祀
で
あ
る
。
唐
の
場
合
、
皇
帝
・
皇
后
の
忌
日
を
官
入
の
出
席
の

も
と
、
寺
院
・
道
観
で
開
催
し
、
行
香
や
設
斎
な
ど
を
行
っ
た
。
特
に
重
要
な
国
忌
日
は
業
務
、
つ
ま
り
政
務
を
行
わ
な
い
。
日
本
の
場
合
廃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

務
国
忌
の
み
導
入
さ
れ
て
い
る
。
持
統
朝
に
史
料
上
に
現
れ
、
大
宝
律
令
制
定
以
降
に
本
格
的
に
整
備
さ
れ
た
。
天
智
天
皇
、
天
武
天
皇
に
始

ま
り
、
当
初
は
天
皇
や
そ
れ
に
准
じ
る
人
物
の
み
だ
っ
た
が
、
後
に
は
唐
と
同
様
に
皇
后
な
ど
の
忌
日
に
対
し
て
も
実
施
し
て
い
る
。

　
以
下
、
研
究
史
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
稿
の
三
つ
の
目
的
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
第
一
の
目
的
は
、
「
天
武
系
」
皇
統
排
斥
論
の
可
否
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
延
暦
十
年
国
忌
省
除
そ
れ
自
身
は
、
廃
務
国
忌
増
加
に
よ
る
政
務
停
滞
に
対
応
し
た
措
置
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
坂
本
太
郎
氏
以
来
、
桓
武

朝
に
お
け
る
「
天
武
系
」
皇
統
排
斥
論
の
主
要
な
論
拠
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
論
拠
は
、
主
に
二
つ
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
ま
ず
、
国
忌
省
除
対
象
者
の
具
体
的
な
検
討
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
国
忌
研
究
の
基
礎
を
築
い
た
中
村
一
郎
氏
の
研
究
を

　
　
　
⑧

林
陸
朗
氏
が
展
開
し
た
。
唐
で
皇
帝
と
皇
后
が
一
対
と
な
っ
て
設
置
さ
れ
た
国
忌
と
は
異
な
り
、
日
本
で
は
唐
の
七
廟
に
な
ぞ
ら
え
、
七
人
の

国
忌
と
し
て
受
容
さ
れ
た
と
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
図
一
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
基
本
的
に
桓
武
天
皇
の
直
系
系
譜
に
限
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定
す
る
形
で
省
除
が
行
わ
れ
た
と
す
る
理
解
が
、
「
天
丁
田
」
皇
統
排
斥
論
を
生
み
出
す
直
接
的
基
盤
で
あ
る
。

　
次
に
、
日
唐
比
較
制
度
で
あ
る
。
林
氏
は
、
唐
に
お
い
て
国
忌
と
宗
廟
が
ま
っ
た
く
異
な
る
原
理
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
延
暦
十
年
国
忌

省
除
に
は
、
宗
廟
の
論
理
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
問
題
と
し
た
。
唐
の
国
忌
制
度
の
単
な
る
模
倣
で
は
な
く
、
国
恩
と
宗
廟
を
恣
意
的
に

混
同
し
て
ま
で
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
政
策
的
理
由
、
つ
ま
り
「
天
武
系
」
皇
統
の
排
斥
が
あ
っ
た
の
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
論
理

　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
⑩

は
、
藤
堂
か
ほ
る
氏
や
坂
上
康
俊
氏
に
よ
っ
て
も
補
強
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
こ
れ
に
対
し
吉
田
孝
氏
は
、
「
天
武
系
」
皇
統
排
斥
論
へ
の
批
判
を
行
な
っ
て
い
る
。
桓
武
朝
に
お
け
る
臨
時
の
山
陵
奉
幣
や
延
暦
十
年
国

忌
省
除
に
お
い
て
、
聖
武
天
皇
が
な
お
重
視
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
桓
武
朝
に
お
け
る
「
天
武
系
」
皇
統
排
斥
を
否
定
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、

依
拠
し
て
い
た
論
拠
の
一
部
が
崩
れ
た
結
果
、
国
忌
省
除
に
お
い
て
聖
武
天
皇
が
残
っ
た
こ
と
も
、
あ
る
い
は
七
廟
と
い
う
数
に
合
わ
せ
て
偶

…り

．
天
智

妃
橡
姫

高
野
新
笠

一
光
仁

施
貴
皇
子
（
田
原
天
皇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
元
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

持
統

一
丁
草
壁
皇
子

天
武

仁

■　脚

藤
原
乙
無
漏
…

…
畢
…
…
…
…
・
．

　
植
武

早
良
親
王

元
正
　
…

文
武
　
…

T
－
丁
聖
武
■

藤
原
宮
子
…
…
，
㎜
干
孝
謙
（
称
徳
）

　
　
　
　
藤
原
光
明
子

　　　　図一　延暦十年国忌省除関係系図

・本図は，坂上康俊哩日本の歴史第05巻　律令国家

　の転換と「日本」』（講談社，2001年）掲載の図を

　転載し，加筆した。

・桓武天皇と早良親王を除き，延暦十年国忌省除以

　前の国忌対象者

凡例　破線内の人名は，林陸朗「桓武天皇の政治思
　　　想」（『平安暗代の歴史と文学」歴史編，吉JI［

　　　弘文館，1981年）が想定した，延暦10年国忌

　　　省除後の残存した国忌対象者。

然
残
っ
た
可
能
性
も
否
定

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
第
二
の
目
的
は
、
延
暦

十
年
国
忌
省
除
も
含
め
た

諸
政
策
か
ら
、
平
安
初
期

に
お
け
る
、
天
智
天
皇
と

光
仁
天
皇
の
位
置
付
け
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。　

「
天
武
系
」
皇
統
排
斥

論
は
、
桓
武
朝
に
お
け
る

3 （721）



天
智
天
皇
を
重
視
す
る
学
説
で
も
あ
っ
た
。
坂
本
氏
は
、
「
天
武
系
」
皇
統
排
斥
と
同
時
に
、
「
天
武
系
」
か
ら
、
光
仁
天
皇
一
桓
武
天
皇
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

「
天
智
系
」
へ
の
皇
統
交
替
が
行
な
わ
れ
た
と
論
じ
た
。
服
藤
早
苗
氏
は
、
イ
へ
の
成
立
を
検
討
す
る
中
で
、
祖
先
祭
祀
を
「
自
己
の
直
系
祖

先
の
み
に
限
定
」
し
、
天
智
天
皇
を
始
祖
と
す
る
直
系
継
承
原
理
の
創
出
が
さ
れ
た
と
す
る
。

　
そ
の
後
、
本
格
的
に
国
恩
を
分
析
し
た
藤
堂
か
ほ
る
氏
が
、
「
天
武
系
」
の
時
期
に
お
い
て
も
「
天
智
が
律
令
国
家
の
“
初
代
皇
帝
”
に
擬

せ
ら
れ
た
」
と
論
証
し
た
点
は
重
要
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
単
純
な
皇
統
交
替
論
は
成
り
立
た
な
く
な
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
桓
翌
朝
に
つ
い
て

は
・
た
と
え
ば
藤
堂
賄
自
髪
延
暦
＋
年
国
忌
省
除
か
ら
・
桓
三
朝
に
お
け
る
「
天
智
系
皇
統
意
識
の
成
立
」
と
論
じ
て
い
る
・
こ
の
よ
う
に
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

坂
本
説
と
服
藤
説
は
、
当
該
箇
所
に
つ
い
て
現
在
も
基
本
的
に
は
継
承
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
光
仁
天
皇
自
身
を
重
視
す
る
の
は
、
吉
田
氏
で
あ
る
。
桓
武
朝
の
即
位
宣
命
や
郊
祀
な
ど
を
論
拠
に
、
桓
武
天
皇
に
と
っ
て
、

新
し
い
王
朝
の
始
祖
で
あ
る
光
仁
天
皇
か
ら
譲
位
さ
れ
た
こ
と
こ
そ
、
自
己
の
皇
位
の
正
統
性
を
示
す
も
の
だ
と
し
た
。
け
れ
ど
も
、
天
智
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

皇
を
基
点
と
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
、
延
暦
十
年
国
忌
省
除
な
ど
が
問
題
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
坂
上
氏
は
、
桓
黒
田
の
前
半
に
は
、
天
智
天

皇
と
光
仁
天
皇
の
ど
ち
ら
を
始
祖
と
す
る
の
か
「
相
当
揺
れ
動
い
て
い
た
」
が
、
後
半
に
は
光
仁
天
皇
即
位
に
よ
る
「
革
命
」
を
強
調
し
な
く

な
る
と
す
る
。
天
智
天
皇
と
光
仁
天
皇
の
位
置
付
け
は
、
な
お
揺
ら
い
で
い
る
。

　
第
三
の
目
的
は
、
平
安
初
期
の
国
忌
政
策
全
般
か
ら
、
天
皇
権
威
の
構
造
の
解
明
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
延
暦
十
年
国
忌
省
除
実
施
の
背
景
と
し
て
、
天
皇
権
威
が
危
機
を
迎
え
る
中
、
新
た
な
天
皇
権
威
の
構
築
が
模
索
さ
れ
た
点
は
、
当
然
考
慮

す
べ
き
で
あ
る
。
直
系
系
譜
か
否
か
は
と
も
か
く
、
こ
の
点
を
視
野
に
、
血
縁
関
係
を
相
対
的
に
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
論
じ
る
研
究
は

正
し
い
。
し
か
し
、
血
縁
関
係
を
重
視
す
る
諸
研
究
が
、
平
安
期
の
天
皇
権
威
の
構
造
を
十
分
に
展
望
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
ま
た
、

吉
田
氏
や
坂
上
氏
の
場
合
、
太
上
天
皇
の
変
貌
や
幼
帝
の
出
現
、
「
皇
権
の
一
本
化
」
と
一
連
の
も
の
と
す
る
。
し
か
し
、
桓
武
朝
か
ら
先
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

歴
史
的
段
階
が
曖
昧
で
あ
る
。
延
暦
十
年
国
忌
省
除
を
は
じ
め
、
天
皇
権
威
の
再
構
築
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
、
因
果
関
係
や
プ

ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
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以
上
、
国
恩
と
い
う
限
定
さ
れ
た
問
題
か
ら
で
は
あ
る
が
、
「
天
武
系
」
皇
統
排
斥
論
の
可
否
を
問
う
た
後
、

皇
と
光
仁
天
皇
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
天
皇
権
威
の
構
造
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
解
明
す
る
。

①
唐
代
の
宗
廟
制
に
つ
い
て
は
、
小
島
毅
「
早
撃
制
度
の
変
遷
」
（
『
東
洋
文
化
研

　
究
所
紀
要
』
第
一
〇
八
冊
、
一
九
八
九
年
）
、
金
子
修
一
『
古
代
中
国
と
皇
帝
祭

　
祀
』
（
汲
古
轡
院
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
。

②
魍
通
典
翫
巻
第
四
十
七
な
ど
。

③
那
波
利
貞
門
唐
代
に
於
け
る
国
忌
行
香
に
就
い
て
」
（
『
二
塁
㎏
第
八
号
、
一
九

　
五
五
年
）
、
古
瀬
奈
津
子
「
㎎
国
忌
㎞
の
行
事
に
つ
い
て
」
（
『
B
本
古
代
王
権
と
儀

　
式
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
。
初
出
一
九
九
一
年
）
な
ど
参
照
。

④
『
日
本
書
紀
』
持
統
天
皇
元
年
九
月
前
午
下
、
同
二
年
二
月
乙
巳
条
。

⑤
延
暦
十
年
国
忌
省
除
の
実
施
の
直
前
に
、
皇
后
藤
原
乙
牟
漏
の
一
周
忌
（
『
続

　
日
本
紀
』
延
暦
九
年
閏
三
月
懐
子
条
参
照
）
が
あ
っ
た
。
藤
堂
か
ほ
る
「
律
令
国

　
家
の
国
忌
と
廃
藩
－
八
世
紀
の
先
帝
意
識
と
天
智
の
位
置
づ
け
一
」
（
『
日
本

　
史
研
究
』
第
四
三
〇
号
、
一
九
九
八
年
）
が
論
じ
た
よ
う
に
、
目
唐
制
度
を
比
較

　
し
て
み
て
も
、
桓
武
朝
に
お
け
る
廃
務
国
忌
増
加
が
国
忌
省
除
の
直
接
的
背
景
と

　
考
え
ら
れ
る
。

⑥
坂
本
太
郎
門
飛
鳥
浄
御
原
律
令
考
」
（
門
律
令
制
度
坂
本
太
郎
著
作
集
第
七

　
巻
』
一
九
八
九
年
。
初
出
～
九
五
四
年
）
。
な
お
、
皇
統
交
替
論
を
最
初
に
唱
え

　
た
人
物
が
坂
本
氏
で
あ
る
点
は
、
吉
州
真
司
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
。

⑦
中
村
｝
郎
「
国
忌
の
廃
置
に
つ
い
て
扁
（
門
書
陵
部
紀
要
撫
第
二
号
、
一
九
五
二

　
年
）
。

⑧
　
林
陸
朗
「
橿
武
天
皇
の
政
治
思
想
扁
（
噸
平
安
時
代
の
歴
史
と
文
学
幅
歴
史
編
、

　
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
）
。

⑨
藤
堂
か
ほ
る
「
律
令
国
家
の
国
忌
と
白
藍
」
（
前
掲
）
。
以
下
、
と
く
に
注
記
し

　
な
い
限
り
、
藤
堂
氏
の
引
用
は
こ
の
論
文
か
ら
で
あ
る
。

⑩
坂
上
康
俊
『
日
本
の
歴
史
第
0
5
巻
律
令
国
家
の
転
換
と
「
日
本
」
』
（
講
談
社
、

平
安
初
期
に
お
け
る
天
回
天

　
二
〇
〇
一
年
。
七
二
～
七
六
頁
）
。

⑪
吉
田
孝
ほ
か
「
九
一
㎝
○
世
紀
の
日
本
－
平
安
京
」
吉
田
氏
執
筆
分
（
『
岩

　
波
講
座
日
本
通
史
臨
第
五
巻
、
～
九
九
五
年
）
。
以
下
、
と
く
に
注
記
の
な
い
限

　
り
、
吉
田
氏
の
引
用
は
こ
の
論
文
か
ら
で
あ
る
。

⑫
吉
川
真
司
「
後
佐
保
山
陵
」
（
一
続
日
本
紀
研
究
匝
第
三
三
一
号
、
二
〇
〇
｝

　
年
）
、
坂
上
康
俊
『
日
本
の
歴
史
第
0
5
巻
　
律
令
国
家
の
転
換
と
「
日
本
」
隔
（
前

　
掲
）
。

⑬
服
藤
早
董
「
山
陵
祭
祀
よ
り
見
た
家
の
成
立
過
程
－
天
皇
家
の
成
立
を
め
ぐ

　
っ
て
一
」
（
『
家
成
立
史
の
研
究
一
祖
先
祭
祀
・
女
・
子
ど
も
』
校
倉
書
房
、

　
一
九
九
一
年
。
初
出
一
九
八
七
年
）
。
服
藤
氏
は
、
こ
の
改
革
の
主
眼
が
、
「
申
国

　
の
天
子
七
廟
制
を
取
り
入
れ
、
国
忌
や
「
別
御
幣
」
対
象
陵
墓
を
自
己
の
直
系
祖

　
先
に
の
み
限
定
す
る
こ
と
で
家
の
祖
先
祭
祀
を
創
設
し
、
自
己
の
王
朝
の
正
統
性

　
を
表
明
す
る
こ
と
が
羅
的
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
る
。
イ
へ
的
な
皇
位
継
承
理
念
の

　
創
出
の
画
期
を
こ
こ
に
見
出
し
た
。

⑭
藤
堂
氏
は
、
「
光
仁
・
桓
武
朝
に
お
け
る
天
智
系
皇
統
意
識
の
成
立
は
、
同
時

　
に
「
皇
統
意
識
」
そ
の
も
の
の
確
立
で
も
あ
っ
た
」
と
す
る
。
な
お
、
桓
武
朝
に

　
お
け
る
皇
統
意
識
の
確
立
に
つ
い
て
は
、
憾
言
貞
子
門
桓
武
天
皇
の
皇
統
意
識
し

　
（
『
日
本
古
代
宮
廷
社
会
の
研
究
一
思
文
閣
出
版
、
【
九
九
～
年
）
が
す
で
に
指

　
摘
す
る
。

⑮
清
水
み
き
「
桓
武
朝
に
お
け
る
遷
都
の
論
理
」
（
蝋
日
本
古
代
国
家
の
展
開
暁
上

　
巻
、
思
文
閣
出
版
、
｝
九
九
五
年
）
、
吉
川
真
司
「
後
佐
保
山
陵
」
（
前
掲
）
、
坂

　
上
康
俊
『
日
本
の
歴
史
第
0
5
巻
　
律
令
国
家
の
転
換
と
南
日
本
」
㎞
（
前
掲
）
な
ど
。

⑯
坂
上
康
俊
噸
日
本
の
歴
史
第
0
5
巻
律
令
国
家
の
転
換
と
「
日
本
濫
（
前
掲
、

　
六
九
一
七
一
頁
）
。
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⑰
「
地
位
継
承
次
第
」
の
系
譜
意
識
や
擬
制
的
な
オ
ヤ
ー
コ
関
係
、
あ
る
い
は

　
「
天
皇
霊
」
な
ど
が
、
八
世
紀
後
半
を
最
後
に
史
料
上
見
え
な
く
な
る
点
な
ど
を

　
指
す
。
義
江
明
子
『
二
本
古
代
の
氏
の
構
造
輪
（
吉
塀
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
）
、

　
同
『
B
本
古
代
系
譜
様
式
論
稿
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
仁
藤
敦
史
「
聖

　
武
朝
の
政
治
と
王
族
l
l
－
安
積
親
王
を
中
心
と
し
て
一
」
（
『
高
岡
市
万
葉
歴
史

　
館
叢
蝕
豆
四
　
家
持
の
争
点
H
嚇
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
、
二
〇
〇
二
年
）
、
西
山

　
良
平
門
御
霊
信
仰
論
駄
（
『
岩
波
講
座
日
本
通
史
隔
第
五
巻
、
前
掲
）
な
ど
。

⑱
平
安
初
期
に
お
け
る
太
政
天
皇
制
の
変
質
は
、
橋
本
義
彦
「
“
軽
子
の
変
”
私

　
考
扁
（
噌
平
安
貴
族
』
平
凡
社
、
　
九
八
六
年
。
初
出
一
九
八
四
年
）
が
論
じ
る
よ

　
う
に
、
「
一
子
の
変
」
を
き
っ
か
け
と
す
る
の
が
通
説
だ
が
、
当
然
そ
れ
以
前
か

　
ら
の
変
質
を
視
野
に
収
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

6　（724）

一
　
唐
の
国
忌
制
度

（［

j
国
忌
と
宗
廟

　
延
暦
十
年
（
七
九
一
）
国
忌
省
除
は
、
「
天
武
豊
」
皇
統
を
排
斥
す
る
た
め
に
、
本
来
異
な
る
原
理
で
あ
っ
た
国
忌
と
宗
廟
を
恣
意
的
に
混
同

し
た
と
心
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
、
単
な
る
唐
欄
の
模
倣
だ
と
す
れ
ば
、
積
極
的
な
政
策
を
導
き
出
す
こ
と
に
は
里
並
さ
れ
る
。
日
本
の

国
忌
制
度
を
考
え
る
た
め
に
も
、
唐
の
国
忌
と
宗
廟
の
関
係
を
中
心
に
、
唐
国
忌
制
度
の
基
本
的
な
変
遷
を
解
明
す
る
。

　
唐
の
国
忌
を
検
討
す
る
際
に
、
常
に
参
照
さ
れ
て
き
た
の
は
、
開
元
二
十
七
年
（
七
三
九
）
に
編
纂
さ
れ
た
『
唐
六
典
』
巻
第
四
祀
部
屋
中

元
外
郎
条
註
掲
載
の
国
忌
の
規
定
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
先
行
研
究
に
導
か
れ
つ
つ
、
『
唐
六
典
』
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
確
認
し
た
い
。

な
お
、
史
料
の
読
解
に
当
た
っ
て
は
、
編
纂
さ
れ
た
時
の
皇
帝
が
玄
宗
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
図
二
を
参
照
さ
れ
た
い
。
図
二
は
、
玄
宗
朝

に
お
け
る
国
忌
を
破
線
で
、
同
じ
く
七
賢
を
実
線
で
表
記
し
て
い
る
。
な
お
、
魍
唐
六
典
』
廃
務
国
忌
規
定
に
対
応
す
る
宗
廟
は
、
一
般
に
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

廟
と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
そ
れ
に
従
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
図
二
に
明
示
す
る
よ
う
に
、
唐
の
国
忌
は
、
日
本
と
異
な
り
、
大
き
く
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
一
驚
と
な
る
国
忌
で
あ
る
。
唐

で
は
、
初
代
皇
帝
の
高
祖
以
下
、
太
宗
・
高
力
・
中
京
・
聖
恩
と
そ
の
各
々
の
后
が
該
当
す
る
。
も
う
一
つ
は
、
廃
務
と
し
な
い
国
忌
で
あ
る
。

八
代
祖
献
祖
か
ら
五
代
祖
代
祖
ま
で
と
追
贈
皇
帝
、
そ
し
て
そ
の
各
々
の
妃
で
あ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
そ
の
上
で
、
藤
堂
か
ほ
る
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
「
国
家
祭
祀
と
し
て
の
国
家
の
忌
日
」
で
あ
る
帯
芯
国
忌
は
、
即
位
し
て
い
な
い

祖
先
も
含
む
「
血
縁
原
理
に
基
づ
く
皇
帝
の
祖
先
祭
祀
」
で
あ
る
宗
廟
、
特
に
七
管
制
と
は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
原
理
で
運
用
さ
れ
た
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
④

と
く
に
坂
上
康
俊
氏
は
、
廃
務
国
忌
は
入
替
え
が
な
い
と
し
た
。

　
唐
代
に
お
い
て
、
廃
務
国
恩
と
宗
廟
の
本
質
は
当
然
異
な
る
が
、
ま
っ
た
く
異
な
る
原
理
で
運
用
さ
れ
て
い
た
と
す
る
理
解
に
は
問
題
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

る
。
藤
堂
氏
自
身
が
注
で
触
れ
る
よ
う
に
、
唐
で
も
廃
務
国
忌
増
加
に
よ
る
政
務
停
滞
の
危
機
は
、
時
間
の
問
題
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

け
で
な
く
、
唐
末
の
史
料
か
ら
は
、
廃
務
国
忌
が
必
ず
し
も
固
定
し
て
い
な
か
っ
た
点
が
推
測
さ
れ
る
。
藤
堂
氏
や
特
に
坂
上
氏
の
考
察
は
、

な
お
即
位
し
た
皇
帝
の
数
が
少
な
く
、
大
量
の
国
忌
が
問
題
と
な
っ
て
い
な
い
時
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
唐
六
典
』
の
み
を
素
材
と
し
た
か
ら
こ

そ
立
論
で
き
た
可
能
性
が
残
る
。
唐
制
に
お
い
て
は
、
脇
骨
国
忌
が
宗
廟
制
度
と
同
様
に
血
縁
原
理
に
よ
っ
て
廃
置
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
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　　　図二　郵唐’六典毒記載国忌関係系図

・本園は，藤堂かほる「律令国家の劉忌と廃務一八
　世紀の先帝意識と天智の位置づけ一」（『日本史研
　究淫第43Q号，1998年），及び坂上康俊「日本の歴史
　第G5巻　建令國家の転換とf日本」』（講談社，2001

　年）掲載の図をもとに，加筆した。
・「窟六典』記載の国忌に対応する宗翻は，九廟の可

　能性があるが，ここは七翻に従う。

凡例 甯ｱ禦山猫。嚇、。す
　　　破線は当該人物の忌日が，廃務国忌か不廃務蟹
　　　忌，を示す。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
　
国
　
忌
　
省
　
除

唐
に
お
け
る
国
忌
省
除
の
有
無
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
唐
の
宗
廟
一
覧
で
あ
る
表
～
を
参
照
さ
れ
た
い
。
そ
の
上
で
ま
ず
、
唐
に
お
い

て
も
廃
務
国
忌
の
省
除
が
行
わ
れ
た
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

当
代
岳
珂
撰
『
悦
秘
録
』
巻
十
三
「
国
忌
設
斎
」
所
収
の
『
続
通
雨
』
逸
文
を
取
り
上
げ
る
。
そ
こ
に
は
、
次
の
よ
う
に
、
唐
代
の
順
宗
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
考
え
ら
れ
る
国
忌
対
象
者
一
覧
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
う
べ
き
史
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
祖
、
五
月
六
日
恩
、
勝
業
・
会
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
－
－
－
－
－
－
－
－
－
；
；
－
瘤
…
…
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
設
二
五
百
斎
司
太
穆
皇
后
蜜
氏
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
二
十
～
日
忌
、
興
福
寺
・
興
唐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
各
二
百
五
十
人
斎
。
太
宗
、
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
十
一
日
忌
、
青
龍
・
経
行
寺
各
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
人
斎
。
、
丈
徳
劉
周
艮
上
肉
、
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
～
日
当
、
慈
恩
・
温
国
寺
各
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
五
十
入
斎
。
十
二
、
六
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恩
、
安
国
・
酉
明
一
朝
三
百
人
斎
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
噸
幽
脳
自
韮
F
旧
脚
聯
烈
氏
、
　
⊥
一
　
一
R
月
一
一
口
口
己
心
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筑
　
　
　
　
　
　
　
慈
恩
寺
．
昭
成
観
各
三
百
人
斎
。
玄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
切
　
　
　
　
　
　
　
宗
、
四
月
五
日
忌
、
千
福
寺
・
開
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
観
各
設
二
三
百
人
吝
甥
元
献
皇
后
楊
氏
、

8　　　　　9 他の国忌主務 典　　拠

中　宗 晒六典』

中　宗 審　宗
輩懐皇太子，

�驕C孝敬皇
驕C哀皇后

『唐職官表』（P，2504）

中　宗 容　宗

玄　宗 粛　宗 『不空三蔵表制集』※①

粛　宗 代　宗

代　宗 徳　宗 『1魑1録』

徳　宗 順　宗 『唐会要』※②

順　宗 憲　宗 糖会要』※②

憲　宗 穆　宗 『大唐吉凶書騰（S，6537背14）

穆　宗 敬　宗

敬　宗 文　宗

穆　宗

嚢
嚢

敬　遺

ﾑ黍 宣　宗

宣　宗 魏　宗

麓　宗 僖　宗
蜜宗・順聖
c后・矯宗・

ｿ宗・顯宗

（P．2854背）
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平安初期の天皇権威と国忌（堀）

表一一唐代の宗廟と国忌一覧表

1 2 3 4 5　　　　　6　　　　　7

1 高祖朝 宣簡公 諮　王 太　祖 世　祖
2 太宗朝 弘農府君 宣簡公 撚　王 太　祖 世　祖 高　祖

3 高宗朝 宣簡公 灘　王 太　祖 世　祖 高　祖 太　宗

4 中宗朝 光帝（聚王） 太　祖 世　祖 高　祖 太　宗 高　宗 （義宗）

5 容酒盃 光帝（幣王） 太　祖 世　祖 高　祖 太　宗 實　　虐
ｪ　　7ド 中　宗

6 玄宗朝1 光帝（単二） 太　祖 世　祖 高　祖 太　宗 ｛　　　噛
ﾈ　不 雷　宗

6 玄宗朝2 献祖（宣帝） 艶　祖 太　祖 世　祖 高　祖 太　宗 高　宗

7 粛宗旨 献祖（宣帝） 孫　祖 太　祖 世　祖 高　祖 太　宗 賞　　む
u司　　刀て

8 代宗朝 太　根 世　祖 高　祖 太　宗 高　宗 中　宗 書　宗

9 徳宗朝 太　祖 高　祖 太　宗 雷　　心
虫i　　7ド 中　宗 容　宗 玄　宗

10 五宗朝 太　祖 高　祖 太　宗 申　宗 審　宗 玄　宗 環　宗

11 憲宗朝 太　祖 高　祖 太　宗 審　宗 玄　宗 粛　宗 代　宗

12 穆宗朝 太　祖 高祖 太　宗 玄　宗 粛　宗 代　宗 徳　宗

13 敬半平 太　祖 高　祖 太　宗 爾　宗 代　宗 徳　宗 順　宗

工4 文宗朝 太　祖 高　祖 太　宗 代　宗 徳　宗 順　宗 憲　宗

15 武田畑 太　祖 高　祖 太　宗 徳　宗 順　宗 憲　宗 穆　宗

16 宣宗朝 太　祖 高　祖 太　宗 代　宗 徳　宗 順　宗 憲　宗

17 灘宗朝 太　祖 高　祖 太　宗 徳　宗 順　宗 憲　宗 穆　宗

18 僖宗朝 太　祖 高　祖 太　宗 順　宗 憲　宗 穆　宗
敬　宗
ｶ　宗
吹@宗

19 昭宗朝 太　祖 高　祖 太　宗 憲　宗 穆　宗
敬　宗
ｶ　宗
吹@宗

宜　宗

・本表は，小島毅「郊祀制度の変遷」（陳洋文化研究所紀要」第108冊，1989年）掲載の表を

・※①『不空三蔵王制鰯は国忌ではなく「七聖」の史料からの推測。
・※②照会要』を典拠とした二箇所は，巻23容宗の国忌を廃止する時の史料からの推測。
凡例　・玄宗朝1と2…開元ll年（723）に玉繭から九廟に変更されたため，分けて示した。
　　　・太字の皇帝…各皇帝の時の廃務国忌対象者を示す。

　
　
三
月
二
十
三
日
忌
、
資
聖
・
化
度
寺

　
　
各
二
百
人
斎
。
粛
宗
、
四
月
十
八
日

　
　
忌
、
崇
聖
寺
・
昊
天
観
各
設
一
一
三
百
人

　
　
斎
幻
章
敬
皇
盾
寸
寸
、
正
月
二
十
二

　
　
日
忌
、
章
敬
寺
・
元
都
観
各
設
二
三
百

　
　
人
斎
司
代
宗
、
五
月
二
十
一
日
恩
、

　
　
聖
興
・
恵
日
寺
各
設
二
五
百
人
斎
殉
容

　
　
真
皇
后
沈
氏
、
十
月
二
日
忌
、
掘
持

　
　
寺
・
粛
明
観
各
設
一
三
百
五
十
人
斎
殉

　
　
徳
曹
ホ
、
　
正
日
〃
一
一
十
一
二
n
口
癖
心
、
　
荘
厳

　
　
寺
・
光
天
観
各
設
二
五
百
人
斎
↓
昭
徳

　
　
皇
后
王
氏
、
十
一
月
十
一
日
忌
、
福

　
　
寿
寺
・
元
真
観
各
設
二
五
百
入
斎
↓

　
　
（
※
傍
線
は
皇
帝
、
破
線
は
皇
后
の

　
　
名
に
筆
者
が
引
い
た
）

　
高
祖
・
太
宗
・
容
宗
・
玄
宗
・
粛

宗
・
代
宗
・
徳
宗
と
、
各
々
の
皇
后
の

忌
日
お
よ
び
実
施
さ
れ
る
寺
観
の
名
と

斎
の
数
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
選
択
さ

れ
た
寺
観
は
忌
日
対
象
者
に
よ
っ
て
異
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な
り
、
個
々
に
縁
の
深
い
も
の
が
選
ば
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
斎
の
入
数
に
よ
っ
て
、
こ
の
当
時
の
忌
日
対
象
者
の
重
要
性
が
う

か
が
わ
れ
る
。
「
五
百
人
斎
」
と
も
っ
と
も
多
い
の
は
、
不
遷
の
廟
で
も
あ
る
高
祖
・
太
宗
と
、
相
対
的
に
新
し
い
世
代
の
代
宗
、
そ
し
て
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

宗
と
そ
の
盾
で
あ
る
。
徳
宗
と
そ
の
后
の
み
、
ペ
ア
で
「
五
百
人
斎
」
と
厚
遇
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
史
料
の
作
成
さ
れ
た
時
期
が
、
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

も
新
し
い
国
忌
で
あ
る
徳
宗
の
次
の
順
宗
朝
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
と
も
矛
盾
し
な
い
。

　
注
目
す
べ
き
は
、
『
唐
六
典
』
と
比
較
し
て
み
る
に
、
国
忌
一
般
で
は
な
く
、
廃
務
国
忌
の
み
が
記
載
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

し
か
も
、
元
々
廃
務
国
忌
の
対
象
者
で
あ
っ
た
高
上
と
中
宗
が
、
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
唐
で
も
廃
務
国
忌
が
省
除
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
高
宗
と
中
宗
の
両
者
が
省
除
さ
れ
た
理
由
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
高
空
は
、
順
宗
朝
の
営
業
の
中
に

も
入
っ
て
い
な
い
。
歴
代
皇
帝
の
中
で
も
、
即
位
の
順
が
早
か
っ
た
た
め
、
相
対
的
に
軽
視
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
宗
は
、
順
宗
朝
の
九

廟
に
含
ま
れ
る
も
の
の
、
そ
の
中
で
も
傍
系
に
当
た
る
た
め
に
、
廃
務
国
忌
か
ら
除
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
国
忌
省
除
が
、
宗
廟
の
入
替
え
と
一
体
で
あ
っ
た
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
『
理
会
要
』
巻
二
十
三
、
忌
日
掲
載
の
史
料
に
は
、

　
　
　
　
　
⑪
　
　
（
八
二
〇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
一
）

穆
宗
朝
の
元
和
「
十
五
年
五
月
、
太
常
礼
院
奏
『
容
宗
神
主
眺
遷
。
其
六
月
二
十
日
恩
、
井
昭
成
皇
后
十
二
月
二
日
半
、
准
レ
立
合
廃
』
従
レ

之
」
と
あ
る
。

　
憲
宗
が
没
し
、
そ
の
神
主
が
宗
廟
に
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
親
し
さ
の
尽
き
た
正
宗
の
神
主
が
遷
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
時
同
時

に
「
准
レ
礼
」
じ
て
、
社
務
国
忌
の
対
象
か
ら
容
宗
と
そ
の
皇
后
の
忌
日
が
外
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
宗
廟
に
は
、
皇
帝
し
か
祀
ら
れ

て
い
な
い
。
一
方
国
忌
で
は
、
皇
帝
だ
け
で
な
く
皇
后
も
対
象
と
さ
れ
て
お
り
、
圏
恩
と
宗
廟
で
は
そ
の
対
象
者
が
異
な
る
。
し
か
し
、
宗
廟

（
皇
帝
）
と
廃
務
国
忌
（
皇
帝
と
そ
の
皇
后
）
が
一
体
と
な
っ
て
運
用
、
廃
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
少
な
く
と
も
穆
宗
朝
に
お
い
て
確
認
で
き

る
の
は
重
要
で
あ
る
。

　
以
上
の
点
か
ら
、
唐
で
も
廃
務
国
忌
は
省
除
さ
れ
て
お
り
、
宗
廟
と
あ
る
時
期
に
は
一
体
と
な
っ
て
運
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
確
と
な
っ

た
。
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（
三
）
廃
務
国
忌
の
定
数

平安初期の天皇権威と国忌（堀）

　
そ
れ
で
は
、
唐
に
お
け
る
国
忌
省
除
は
い
つ
始
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
廃
務
国
忌
対
象
者
の
定
数
か
ら
考
え
を
巡
ら
し
て
み
た
い
。
な
お
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

七
廟
制
の
時
期
で
あ
る
開
元
十
一
年
以
前
に
も
、
国
恩
省
除
が
行
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
史
料
的
制
約
か
ら
今
は
そ
の
可
能
性
を

指
摘
す
る
に
と
ど
め
、
九
廟
制
の
時
期
の
み
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
確
実
に
九
廟
制
に
移
行
し
た
後
の
国
恩
全
般
を
明
示
し
た
史
料
と
し
て
早
い
も
の
は
、
玄
宗
朝
の
天
宝
「
唐
職
官
表
」
が
あ
る
。
廃
務
国
忌

に
つ
い
て
は
、
追
贈
皇
帝
等
が
加
わ
っ
て
い
る
他
は
、
『
唐
六
典
』
と
同
じ
で
あ
る
。
表
一
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
九
廟
の
対
象

と
な
ら
な
い
追
贈
皇
帝
を
除
け
ば
廃
務
国
忌
対
象
者
の
す
べ
て
が
九
廟
に
入
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
廃
務
国
忌
と
宗
廟
が
重
な
っ
て
い

る
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
そ
の
後
廃
務
国
忌
対
象
者
は
、
追
贈
皇
帝
等
が
な
く
な
っ
た
他
、
代
を
重
ね
る
に
従
い
増
加
し
て
行
き
、
ま
た
省
除
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の

結
果
、
先
の
職
続
通
男
』
逸
文
の
よ
う
に
、
順
宗
朝
に
は
廃
老
国
忌
が
七
代
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
も
し
七
代
と
い
う
定
数
が
そ
れ

以
前
か
ら
あ
っ
た
と
す
る
と
、
実
際
に
七
代
の
廃
務
国
忌
が
揃
う
の
は
代
宗
朝
よ
り
後
に
な
る
。
論
理
的
に
は
、
こ
の
時
期
以
降
に
廃
務
国
忌

を
七
代
と
す
る
考
え
方
が
表
面
化
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
そ
れ
を
傍
証
す
る
の
が
、
代
霜
朝
以
降
に
な
っ
て
現
れ
る
「
七
聖
」
な
る
言
葉
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
『
不
平
三
蔵
表
書
集
隔
に
は
、
代
宗

朝
の
史
料
と
し
て
「
高
祖
・
太
宗
七
聖
忌
日
設
斎
行
香
」
「
奉
下
為
高
祖
至
二
　
粛
宗
一
七
聖
と
な
る
文
が
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
七
聖
」
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

高
祖
・
太
宗
・
高
宗
・
中
宗
・
容
宗
・
玄
宗
・
円
宗
を
指
す
。
ま
た
、
翫
弄
唐
書
』
に
は
、
同
じ
馬
丁
朝
の
こ
と
と
し
て
、
内
道
場
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

孟
蘭
盆
で
「
高
祖
已
下
七
堂
神
座
」
が
設
け
ら
れ
た
が
、
「
七
聖
」
と
は
、
や
は
り
同
じ
皇
帝
達
を
指
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
廃
務
国
忌
を
七
代
と
す
る
観
念
は
、
代
置
朝
に
形
成
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
し
か
も
本
来
の
国
忌
と
同
じ
仏
事
に
お
い
て
、
仏
教
的
に
意

味
の
あ
る
「
七
聖
」
な
る
数
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
直
接
国
忌
と
は
関
係
の
な
い
史
料
で
あ
り
、
傍
証
に
過
ぎ
な
い
。
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⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
こ
こ
で
、
『
令
集
解
』
巻
二
十
八
、
儀
制
令
、
太
陽
麟
条
の
「
圏
忌
日
」
の
箇
所
に
引
用
さ
れ
る
唐
律
の
注
に
注
目
し
た
い
。
弘
仁
・
天
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

（
八
｝
○
～
△
二
四
）
頃
ま
で
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
首
記
に
、
「
穴
云
、
張
云
『
天
子
七
代
之
祖
死
日
為
一
一
国
忌
』
者
」
と
あ
る
。
張
説
、

す
な
わ
ち
唐
律
の
注
に
お
い
て
も
、
国
忌
、
お
そ
ら
く
廃
務
国
忌
を
七
代
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
代
宗
朝
に
「
七
号
」
と
い
う
観
念
が
成
立
し
て
お
り
、
唐
律
の
注
釈
書
に
も
「
七
代
」
と
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
順
宗
朝
に
は
七
代
と

い
う
数
が
遵
守
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
代
宗
朝
と
順
宗
朝
の
間
に
あ
る
徳
宗
朝
に
お
い
て
も
、
国
務
国
忌
は
七
代
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
徳
宗
朝
に
は
、
墨
髭
国
忌
対
象
と
な
る
皇
帝
が
、
八
人
と
な
る
こ
と
か
ら
、
初
め
て
廃
置
国
忌
が
省
除
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
。

そ
れ
は
即
位
の
相
対
的
に
早
い
高
宗
か
、
傍
系
の
中
層
の
ど
ち
ら
か
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
な
お
、
唐
代
の
廃
務
国
忌
の
定
数
は
、
必
ず
し
も
順
宗
朝
以
降
、
七
代
で
一
定
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
そ
れ
を
明
確
に
示
す
の
は
、
鄭
余

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

慶
『
大
唐
義
定
吉
凶
書
誌
』
の
文
宗
朝
改
定
書
写
抄
本
墨
引
の
興
部
新
式
第
四
で
あ
る
。
同
書
に
は
、
お
そ
ら
く
七
宗
朝
の
国
忌
と
考
え
ら
れ

る
高
祖
・
太
宗
・
粛
宗
・
代
宗
・
徳
宗
・
順
宗
・
憲
宗
・
穆
宗
の
八
代
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
先
述
し
た
『
唐
墨
要
』
記
載
の
元
和
十
五
年
五
月
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
皇
宗
朝
か
ら
穆
宗
朝
に
移
行
す
る
時
に
、
五
宗
の
神
主
が
太

廟
か
ら
外
さ
れ
、
廃
務
国
忌
は
省
除
さ
れ
て
い
た
。
憲
宗
朝
と
穆
宗
朝
に
お
け
る
宗
廟
は
、
す
べ
て
現
皇
帝
か
ら
み
て
直
系
系
譜
上
に
連
な
っ

て
お
り
、
傍
系
の
皇
帝
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
表
一
を
参
照
す
れ
ば
明
ら
か
だ
が
、
容
宗
は
、
当
該
宗
廟
の
中
で
不
遷
の
祖
で
あ
る
高
祖
と
太

宗
を
除
き
、
も
っ
と
も
古
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
容
宗
は
、
太
廟
か
ら
外
さ
れ
る
順
に
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
廃
務
国
忌
も
省
除
さ
れ
る

べ
き
順
番
に
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
宗
廟
内
の
他
の
皇
帝
の
国
忌
が
省
除
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
難
い
。
結
果
、
憲
宗
朝
も
穆
翌
朝
も
と
も
に

八
代
を
廃
務
国
忌
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
唐
末
の
国
忌
に
関
す
る
史
料
も
あ
る
。
た
だ
し
、
黒
煙
で
の
国
忌
実
修
の
例
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て

か
、
か
な
り
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
お
り
、
こ
の
国
忌
の
理
解
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

　
以
上
、
廃
務
国
忌
の
定
数
は
、
代
宗
朝
か
ら
順
懲
罰
ま
で
七
代
で
あ
り
、
次
の
憲
宗
朝
か
ら
敬
宗
朝
ま
で
八
代
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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当
初
七
代
と
い
う
お
そ
ら
く
仏
教
的
数
字
に
意
味
が
あ
っ
た
も
の
が
、
や
が
て
宗
廟
制
と
の
一
体
化
を
す
す
め
て
い
く
過
程
と
捉
え
る
こ
と
も

で
き
る
。
ま
た
、
国
恩
省
除
の
最
初
の
実
施
は
、
開
元
十
一
年
以
前
の
可
能
性
を
除
け
ば
、
徳
宗
朝
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

宝
亀
の
送
唐
使
帰
国
時
に
、
唐
最
初
の
廃
務
国
忌
省
除
の
情
報
が
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
唐
に
お
け
る
国
忌
省
除
の
原
理
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
廃
務
国
忌
は
、
も
ち
ろ
ん
国
家
祭
祀
に
他
な
ら
な
い
も
の
の
、
宗
廟
に
準
じ
、
血
縁

原
理
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
側
面
が
明
確
と
な
っ
た
。
延
暦
十
年
国
忌
省
除
を
考
え
る
に
、
唐
の
論
理
の
上
で
は
、
宗
廟
の
原
理
が
引
用
さ
れ

る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
省
除
の
論
理
と
方
法
そ
の
も
の
こ
そ
、
唐
の
制
度
を
模
倣
し
た
の
で
あ
る
。
宗
廟
制
の
部
分
的
・
問
詰
的
導

入
の
可
能
性
は
あ
る
が
、
国
忌
を
無
理
に
宗
廟
に
読
み
替
え
た
訳
で
は
な
い
。
無
理
に
読
み
替
え
た
の
で
な
け
れ
ば
、
政
策
的
な
「
天
譜
系
」

皇
統
排
斥
を
論
じ
る
の
に
は
、
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

平安初期の天皇権威と国忌（堀）

①
古
瀬
奈
津
子
端
国
忌
臨
の
行
事
に
つ
い
て
」
（
前
掲
）
注
⑳
で
は
、
国
思
を
諸

　
州
で
開
始
し
た
時
期
に
言
及
す
る
申
で
、
『
唐
六
典
睡
記
載
の
国
忌
規
定
を
「
開

　
元
三
年
式
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
」
い
と
し
た
。
藤
堂
氏
は

　
こ
れ
を
受
け
、
『
唐
六
典
暁
の
国
忌
規
定
と
開
元
十
一
年
ま
で
用
い
ら
れ
た
天
子

　
下
品
制
度
を
比
較
し
て
い
る
。
隅
唐
六
典
㎞
が
、
開
元
七
年
剛
定
律
令
格
式
に
よ

　
る
と
す
る
の
は
、
仁
井
田
陞
「
唐
令
拾
遺
採
択
資
料
に
就
い
て
」
（
『
唐
令
拾
遺
臨

　
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
四
年
。
原
著
一
九
三
三
年
）
、
仁
井
田
陞
・
牧
野
巽

　
門
故
唐
律
疎
議
製
作
年
代
考
偏
（
下
）
（
門
訳
注
日
本
律
令
』
一
、
東
京
堂
出
版
、

　
～
九
七
八
年
。
初
出
～
九
三
｝
年
）
な
ど
に
よ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
で

　
も
、
開
元
七
年
以
降
、
開
元
二
十
七
年
編
纂
ま
で
の
変
更
が
、
『
唐
六
典
』
本
文

　
に
反
映
さ
れ
た
点
を
否
定
し
な
い
。
実
際
多
数
の
変
更
例
が
見
ら
れ
る
。
開
元
十

　
一
年
に
お
け
る
七
廟
制
か
ら
九
廟
制
へ
の
変
更
が
、
『
唐
六
典
臨
本
文
に
反
映
さ

　
れ
て
い
な
い
と
は
断
定
で
き
な
い
。
反
映
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
国
忌
と
宗
廟

　
は
よ
り
合
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
唐
令
に
関
わ
る
文
献
に
つ
い
て
、
松
浦

　
典
弘
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
。

②
さ
ら
に
詳
細
に
み
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
廃
藩
国
忌
は
、
京
城
と
外
州
で
行

　
道
も
行
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
は
、
先
代
皇
帝
と
そ
の
盾
の
み
が
厚
遇
さ
れ
て
い
る
。

　
不
廃
館
国
忌
は
、
六
代
祖
太
祖
・
五
代
祖
代
祖
・
追
贈
皇
帝
で
あ
る
孝
敬
皇
帝
と

　
各
々
の
后
の
場
合
は
、
京
城
で
～
日
設
斎
を
行
う
が
、
八
代
祖
献
酬
・
七
代
祖
灘

　
撮
と
各
后
の
場
合
は
、
設
斎
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
。

③
鞍
鼻
と
な
ら
な
い
国
忌
も
、
講
じ
く
血
縁
原
理
に
よ
る
後
者
に
入
る
こ
と
に
な

　
る
。

④
坂
上
康
俊
百
本
の
歴
史
第
0
5
巻
律
令
国
家
の
転
換
と
「
日
本
」
㎞
（
前
掲
）
。

⑤
藤
堂
氏
も
團
忌
の
改
廃
の
あ
っ
た
可
能
性
を
注
の
申
で
触
れ
て
、
『
唐
六
典
』

　
ま
で
の
「
唐
の
国
思
の
あ
り
方
と
は
別
問
題
」
と
す
る
。
し
か
し
、
藤
堂
氏
の
論

　
文
で
延
暦
十
年
國
忌
省
除
に
も
触
れ
て
い
る
以
上
、
別
問
題
と
し
て
済
ま
す
こ
と

　
は
で
き
な
い
。

⑥
P
．
二
八
五
四
。
那
波
利
貞
「
唐
事
に
於
け
る
国
忌
行
年
に
就
い
て
漏
（
前
掲
）
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で
は
、
「
正
月
十
二
日
先
聖
孟
夏
皇
后
忌
辰
行
香
文
」
の
次
に
記
載
さ
れ
て
い
る

　
こ
と
か
ら
、
晩
唐
の
史
料
と
考
え
ら
れ
る
。

⑦
『
四
部
叢
刊
本
㎞
続
編
所
収
。

⑧
船
越
泰
次
編
『
宋
白
続
通
典
輯
本
附
解
題
偏
（
汲
宵
轡
院
、
　
九
八
五
年
）
に

　
よ
れ
ば
、
糊
続
通
典
』
と
は
、
成
平
三
年
（
一
〇
〇
〇
）
に
勅
旨
に
よ
っ
て
四
通

　
典
』
の
続
編
と
し
て
編
纂
が
命
じ
ら
れ
た
も
の
で
、
唐
代
の
欝
欝
の
至
徳
初
め

　
（
七
五
六
）
か
ら
五
代
後
周
の
顕
徳
末
（
九
五
九
）
ま
で
を
対
象
と
し
て
も
の
で
、

　
現
在
は
逸
文
の
み
が
知
ら
れ
る
。

⑨
先
代
の
皇
帝
・
皇
后
の
国
忌
を
特
に
厚
く
す
る
点
は
、
『
唐
六
典
臨
巻
四
と
も

　
共
通
す
る
。

⑩
　
　
『
導
通
継
歯
逸
文
の
原
史
料
が
作
成
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
順
宗

　
朝
の
記
録
で
あ
る
可
能
性
は
高
く
、
そ
の
順
宗
は
貞
元
二
十
～
年
（
八
〇
五
）
正

　
月
即
位
、
八
月
退
位
、
翌
年
正
月
崩
じ
て
い
る
（
『
旧
古
書
口
巻
十
四
、
本
紀
第

　
十
四
、
順
宗
）
。
ま
た
、
『
唐
会
要
』
巻
二
十
三
、
忌
日
に
よ
れ
ば
、
永
貞
元
年

　
（
八
〇
五
）
十
二
月
中
轡
門
下
奏
に
よ
り
昭
成
皇
后
蜜
氏
の
忌
日
が
正
月
二
日
の

　
た
め
、
十
一
月
二
日
に
改
正
し
て
い
る
。
『
続
通
典
』
の
記
事
で
は
、
忌
日
が
十

　
一
月
二
日
に
な
っ
て
お
り
、
永
貞
元
年
十
二
月
以
降
の
可
能
性
が
高
い
。
よ
っ
て
、

　
『
続
通
典
』
逸
文
の
作
成
時
期
は
、
永
貞
元
年
十
二
月
か
ら
元
和
元
年
（
八
〇

　
六
）
正
月
の
問
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
は
、
も
ち
ろ
ん
『
続
開
典
隔

　
の
記
載
範
囲
に
も
お
さ
ま
る
。

⑪
　
　
『
直
会
要
幅
で
は
、
大
和
七
年
（
八
三
三
）
三
月
勅
の
後
に
十
五
年
五
月
条
を

　
挿
入
す
る
。
し
か
し
、
大
和
年
間
（
八
二
七
～
八
三
五
）
に
十
五
年
は
な
い
。
ま

　
た
、
翻
意
の
「
神
主
」
が
九
廟
か
ら
外
れ
た
時
期
は
穆
宗
朝
（
八
二
〇
～
八
二

　
四
）
で
あ
る
。
両
者
を
勘
案
す
る
に
、
年
号
は
「
大
和
扁
で
は
な
く
、
「
元
和
」

　
の
十
五
年
間
八
二
〇
）
五
月
と
考
え
る
の
が
整
合
的
で
あ
る
。
な
お
、
穆
宗
の
即

　
位
は
元
和
十
五
年
正
月
で
あ
り
、
五
月
に
は
前
皇
帝
憲
宗
を
陵
に
葬
っ
て
い
る

　
（
咽
旧
法
書
』
巻
第
十
六
、
本
紀
第
十
六
、
諸
宗
）
。

⑫
七
廟
制
の
時
期
に
、
廃
務
国
忌
対
象
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
は
、
高

　
祖
・
太
宗
・
高
宗
・
中
宗
・
容
認
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
中
宗
は
七
廟
に
入
ら
な

　
か
っ
た
。
あ
る
い
は
中
宗
は
、
そ
も
そ
も
廃
務
国
忌
の
対
象
者
で
な
か
っ
た
可
能

　
性
も
残
る
。

⑬
丸
山
裕
美
子
「
敦
焼
写
本
轡
儀
に
み
る
唐
代
法
制
史
料
」
（
川
副
令
法
と
そ
の
周

　
辺
』
汲
古
製
院
、
二
〇
〇
四
年
。
初
出
一
九
九
七
年
）
に
「
『
六
典
扇
巻
四
祀
部

　
郎
客
員
外
郎
風
上
と
P
．
二
五
〇
四
「
唐
（
天
恩
）
職
官
表
」
の
国
忌
と
比
較
す

　
る
と
、
礼
に
倣
っ
て
随
時
追
加
、
削
除
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
」
と
あ

　
る
が
、
職
官
表
に
削
除
さ
れ
た
国
忌
は
見
当
た
ら
な
い
。
明
唐
六
典
』
と
異
な
る

　
の
は
、
廃
務
国
忌
の
中
に
、
追
贈
孝
敬
皇
帝
と
哀
皇
后
、
さ
ら
に
則
天
武
后
の
文

　
明
元
年
（
六
八
五
）
に
没
し
、
容
宗
朝
に
追
贈
さ
れ
た
「
野
壷
皇
太
子
」
（
章
懐

　
太
子
賢
）
と
、
開
一
7
6
二
十
九
年
（
七
四
一
）
に
没
し
た
「
譲
帝
」
（
譲
皇
帝
憲
）

　
が
繍
わ
っ
て
い
る
点
に
あ
る
（
明
言
唐
書
』
巻
八
十
六
、
列
伝
第
三
十
六
、
章
懐

　
太
子
賢
、
同
書
巻
九
十
五
、
列
伝
第
四
十
五
、
譲
皇
帝
憲
）
。
た
だ
し
、
こ
の
四

　
国
忌
が
不
警
務
で
あ
っ
た
か
否
か
は
な
お
慎
重
に
検
討
を
要
す
る
。
「
唐
職
富

　
表
」
や
「
厳
酷
」
等
種
々
の
点
に
つ
い
て
、
佐
藤
達
郎
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
。

⑭
『
不
空
三
蔵
欝
欝
集
』
巻
第
二
、
大
暦
五
コ
口
七
七
〇
）
十
月
一
日
中
書
門
下

　
牒
「
請
二
太
原
号
令
堂
安
像
、
浄
土
院
抽
僧
｝
制
澱
里
首
」
（
凹
大
正
新
脩
大
蔵

　
転
転
第
五
二
冊
）
。

⑮
『
旧
唐
書
隔
巻
一
百
十
八
、
列
伝
第
六
十
八
、
王
結
。
白
扇
盆
と
い
う
祖
先
祭

　
紀
の
場
に
お
い
て
、
皇
帝
に
即
位
し
た
経
験
の
あ
る
高
祖
以
下
だ
け
が
対
象
と
な

　
っ
て
い
る
点
は
、
興
味
深
い
。

⑯
ほ
か
に
償
唐
轡
』
巻
一
百
二
十
八
、
列
伝
第
七
十
八
、
顔
真
卿
、
恵
山
没
後

　
の
こ
と
と
し
て
「
商
祖
已
下
書
聖
識
号
扁
な
ど
。

⑰
当
蕎
所
を
掲
げ
る
と
、
「
禁
）
咽
張
云
「
李
七
代
之
急
死
日
工
・
国
忌
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
為
一
天
子
一
侮
臨
。
釈
云
『
国
忌
日
、
曽
謂
七
廟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗

　
者
、
於
レ
隠
勢
レ
有
二
別
式
㊨
又

　
忌
日
也
瞼
」
。
令
釈
の
成
立
は
、
延
暦
六
年
か
ら
十
二
年
ま
で
の
間
と
さ
れ
る
（
井
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上
光
貞
「
日
本
律
令
の
成
立
と
そ
の
注
釈
書
」
『
日
本
思
想
体
系
　
律
令
徳
岩
波

　
書
店
、
一
九
七
六
年
）
が
、
令
釈
の
理
解
は
、
延
暦
十
年
太
政
官
奏
の
影
響
と
も

　
考
え
ら
れ
る
。

⑱
瀧
川
政
次
郎
「
令
集
解
に
見
え
る
唐
の
法
律
史
料
」
（
咽
支
那
法
制
史
研
究
睡
有

　
斐
閣
、
一
九
四
〇
年
）
、
利
光
三
津
夫
「
わ
が
国
に
舶
載
さ
れ
た
唐
律
の
注
釈
書
」

　
（
『
律
令
及
び
令
制
の
研
究
』
明
治
書
院
、
一
九
五
九
年
）
な
ど
。

⑲
井
上
光
貞
「
日
本
律
令
の
成
立
と
そ
の
注
釈
書
」
（
前
掲
）
。

⑳
S
．
六
五
三
七
・
背
…
四
。
趙
和
平
「
敦
煙
写
本
鄭
余
慶
《
大
唐
新
定
吉
凶
書

　
儀
》
残
巻
研
究
」
（
周
～
良
・
趙
和
平
『
唐
五
代
星
斗
研
究
隔
中
国
社
会
科
学
出

　
版
社
、
一
九
九
五
年
。
初
出
一
九
九
〇
年
）
、
同
噸
敦
焼
畠
本
書
儀
研
究
睡
（
新
文

　
豊
出
版
公
司
、
一
九
九
三
年
）
、
丸
山
裕
美
子
「
仮
寧
令
と
節
露
－
律
令
官
人

　
の
休
暇
一
瓶
（
噸
日
本
古
代
の
医
療
制
度
㎞
名
著
刊
行
会
、
一
九
九
八
年
。
初
出

一
九
九
二
年
）
、
同
憂
の
受
容
に
つ
い
て
i
正
A
註
文
書
に
み
る
「
漢

　
の
世
界
」
！
」
（
『
正
倉
院
文
害
研
究
盤
四
、
一
九
九
六
年
）
な
ど
参
照
。
こ
れ

　
ら
の
研
究
に
つ
い
て
、
広
瀬
憲
雄
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
。

⑳
趙
和
平
門
主
焼
写
本
鄭
余
慶
《
大
唐
新
定
吉
凶
書
儀
》
蛭
巻
研
究
」
（
前
掲
）

　
は
、
文
宗
を
「
今
上
帝
」
と
す
る
記
述
か
ら
、
文
宗
朝
に
改
定
書
写
さ
れ
た
も
の

　
と
し
た
。
廃
務
国
忌
の
記
載
が
文
宗
朝
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
先
帝
の
敬
宗
を

　
削
除
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
文
無
朝
に
敬
宗
の
廃
務
国
忌
は
実
施
さ

　
れ
て
い
る
（
『
冊
府
元
亀
㎞
巻
三
十
、
帝
王
部
、
譜
面
三
、
太
和
八
年
五
月
甲
寅

　
条
、
剛
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
開
成
三
年
十
二
月
八
日
条
、
同
五
年
十
二
月
八
日

　
条
、
会
昌
元
年
十
二
月
八
日
条
）
。
こ
の
点
、
な
お
課
題
を
残
す
が
、
国
忌
は
敬

　
宗
朝
の
規
定
と
考
え
ら
れ
る
。

⑫
宝
亀
の
遣
唐
使
は
，
大
暦
十
三
年
（
七
七
八
・
宝
亀
九
年
）
正
月
入
京
（
『
続

　
日
本
紀
㎞
宝
亀
九
年
十
月
乙
索
条
）
し
、
五
月
代
宗
崩
、
徳
宗
即
位
。
派
遣
さ
れ

　
て
き
た
唐
使
を
送
る
た
め
に
、
日
本
か
ら
送
早
立
使
が
派
遣
さ
れ
、
建
申
元
年

　
（
七
八
○
・
宝
亀
十
一
年
）
に
入
京
し
て
い
る
（
『
新
唐
金
』
巻
二
百
二
十
、
列

　
伝
第
～
百
四
十
五
、
東
夷
、
日
本
、
建
中
元
年
条
な
ど
）
。

二
　
国
忌
省
除
対
象
者
再
考

平安初期の天皇権威と国忌（堀）

2
）
研
究
史
再
読

　
毛
唐
制
度
の
比
較
か
ら
見
る
限
り
、
延
暦
十
年
（
七
九
一
）
国
忌
省
除
に
対
し
て
、
従
来
の
よ
う
に
「
天
武
系
」
皇
統
排
斥
を
導
き
出
そ
う

と
し
た
点
は
、
必
ず
し
も
明
確
な
論
拠
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
「
天
武
系
」
皇
統
排
斥
論
の
も
う
一
つ
の
論
拠
で
あ
る
、
省
除
の
具
体
的
な

対
象
者
の
検
討
に
も
、
最
初
に
二
つ
の
問
題
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
一
つ
は
、
国
忌
制
度
研
究
の
基
礎
を
築
き
、
ま
た
坂
本
太
郎
氏
が
依
拠
し
た
と
考
え
ら
れ
る
中
村
一
郎
氏
の
研
究
が
、
そ
も
そ
も
何
を
論
じ

て
い
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
中
村
氏
は
、
延
暦
十
年
国
忌
省
除
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
。
ま
ず
「
親
尽
之
忌
」
と
あ
る
の
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で
「
五
等
親
外
の
御
方
を
廃
し
た
も
の
と
｝
応
は
解
さ
れ
る
」
、
ゆ
え
に
残
っ
た
国
忌
は
「
天
智
・
持
統
・
元
明
・
春
日
宮
（
施
貴
皇
子
　
　
堀

留
）
・
橡
姫
・
光
仁
・
新
宮
・
乙
牟
漏
の
八
方
の
筈
で
あ
る
」
。
実
際
に
は
、
聖
武
天
皇
国
忌
の
廃
止
が
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
に
あ
る
一
方
で
、

持
統
天
皇
・
元
明
天
皇
や
紀
橡
姫
の
忌
日
が
延
暦
以
降
記
録
に
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
当
時
の
事
情
に
よ
っ
て
例
外
も
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

結
局
、
聖
武
天
皇
の
ほ
か
、
天
智
天
皇
・
施
貴
皇
子
・
光
仁
天
皇
・
高
野
新
笠
・
藤
原
土
室
漏
の
六
国
忌
は
、
平
安
期
に
も
見
え
る
こ
と
か
ら
、

延
暦
十
年
に
は
確
実
に
残
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
六
国
忌
の
み
文
末
の
付
表
に
掲
げ
、
紀
橡
姫
な
ど
は
掲
載
し
な
か
っ
た
。

　
中
村
氏
の
研
究
の
特
色
は
、
血
縁
の
遠
近
が
原
則
に
あ
る
と
想
定
し
つ
つ
も
、
残
存
す
る
史
料
か
ら
分
か
る
範
囲
に
禁
欲
的
に
限
定
し
た
点

に
あ
る
。
血
縁
の
遠
近
に
よ
る
想
定
の
可
否
は
一
先
ず
置
く
と
し
て
、
後
者
に
つ
い
て
は
と
く
に
、
紀
黒
姫
を
慎
重
に
保
留
し
た
点
に
表
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
坂
本
氏
に
始
ま
り
、
林
陸
朗
氏
が
固
定
し
た
、
紀
橡
姫
を
含
む
七
人
の
国
忌
省
除
対
象
者
リ
ス
ト
は
、
中
村
論
文
の
過
剰
な

　
　
　
　
　
　
　
　
②

読
み
、
あ
る
い
は
誤
読
の
下
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
六
人
組
可
能
性
も
、
ま
た
八
人
以
上
の
可
能
性
も
あ
り
な
が
ら
、
断
定
的
に
実

体
化
し
た
も
の
な
⑳
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
図
一
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
延
暦
十
年
国
恩
省
除
に
よ
っ
て
も
な
お
、
「
天
区
系
」
の
聖
武
天
皇
国
忌
が
残
存
し
た
点
で

あ
る
。
こ
の
点
、
「
天
武
系
」
皇
統
を
排
斥
し
た
と
は
言
い
が
た
い
と
す
る
吉
田
孝
説
の
存
在
や
、
そ
れ
で
も
な
お
排
斥
論
が
優
位
に
あ
る
点

は
、
最
初
に
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
聖
武
天
皇
国
忌
の
位
置
づ
け
が
定
ま
ら
ず
、
ま
た
林
説
に
依
拠
し
な
が
ら
論
じ
ら
れ
る
「
天
鷺
宮
」
排
斥
論
の
基
盤
は
意
外
に

脆
弱
な
の
で
あ
る
。
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（
二
）
　
『
新
撰
隼
中
行
事
騙

　
延
暦
十
年
に
省
除
、
あ
る
い
は
残
存
し
た
国
忌
の
旦
ハ
体
的
な
対
象
者
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

年
発
表
さ
れ
た
西
本
昌
弘
氏
の
研
究
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
西
本
氏
は
、

こ
れ
以
上
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
近

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
史
料
を
藤
原
行
成
撰
『
新
撰
年
中
行
事
』
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と
確
認
し
、
紹
介
、
分
析
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
『
新
撰
年
中
行
事
』
に
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
な
か
っ
た
国
忌
廃
置
に
関
わ
る
新
史
料

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
西
本
氏
自
身
、
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
『
新
撰
年
中
行
事
』
記
載
の
国
忌
を
設
置
年
代
順
に
並
べ
た
表
二
を
参

照
さ
れ
た
い
。
西
本
氏
は
、
天
智
天
皇
や
施
貴
皇
子
、
光
仁
天
皇
な
ど
、
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
半
ば
ま
で
に
設
置
さ
れ
た
国
忌
が
、
『
弘
仁

式
』
か
『
貞
観
式
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
論
じ
た
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
聖
武
天
皇
や
平
城
贈
皇
后
藤
原
丁
子
、

淳
和
母
后
贈
皇
太
后
藤
原
聖
子
、
淳
和
贈
皇
后
高
志
内
親
王
が
、
九
世
紀
に
も
国
忌
を
実
施
さ
れ
な
が
ら
記
載
が
な
い
の
は
、
『
弘
仁
式
』
に

も
『
貞
観
式
』
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
基
本
的
に
氏
の
見
解
に
従
う
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
延
暦
十
年
国

忌
省
除
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。

　
そ
こ
で
、
西
本
氏
の
研
究
に
依
拠
し
つ
つ
、
先
に
史
料
に
関
し
て
三
つ
の
点
を
確
認
し
で
お
き
た
い
。
な
お
、
周
知
の
よ
う
に
『
弘
仁
格

　
　
　
　
④

式
』
の
編
纂
は
、
大
宝
元
年
（
七
〇
～
）
か
ら
弘
仁
十
年
（
八
一
九
）
以
前
の
内
容
を
翌
年
に
撰
進
し
つ
つ
も
、
若
干
の
改
定
を
経
て
天
長
七
年

（
八
三
〇
）
に
な
っ
て
施
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
に
は
さ
ら
に
「
改
正
格
式
」
が
心
行
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
に
、
聯
新
撰
年
中
行
事
』
に
、
噸
貞
観
式
』
や
『
延
喜
式
』
と
同
様
、
『
弘
仁
式
』
に
掲
載
す
る
国
忌
す
べ
て
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
の
か
を
確
認
し
た
い
。
高
野
天
皇
と
曲
道
天
皇
の
両
国
忌
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
貞
観
今
案
止
」
「
今
案
止
」
と
あ
り
、
『
貞
観
式
』
で
停

止
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
弘
仁
式
』
に
記
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
当
然
、
『
弘
仁
式
』
か
ら
『
貞
観
式
』
へ
と
継
承
さ
れ
た

国
忌
は
記
載
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
『
貞
観
式
』
で
無
効
に
な
っ
た
国
忌
の
記
載
ま
で
も
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
『
弘
仁
式
』
が
掲
載

す
る
す
べ
て
の
国
忌
を
記
載
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

　
第
二
に
、
複
雑
な
編
纂
過
程
を
経
た
『
弘
仁
式
』
掲
載
の
国
忌
は
、
ど
の
時
点
で
の
国
忌
を
掲
載
し
て
い
る
の
か
で
あ
る
。
『
新
撰
年
中
行

事
』
に
よ
れ
ば
、
『
弘
仁
式
』
に
記
載
の
あ
る
高
野
天
皇
と
夏
道
天
皇
の
両
国
忌
が
停
止
さ
れ
た
の
は
、
天
長
元
年
十
月
十
日
官
符
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

先
に
も
触
れ
た
淳
和
母
后
女
皇
太
盾
藤
原
旅
子
と
淳
和
贈
皇
后
高
志
内
親
王
は
、
そ
れ
ぞ
れ
弘
仁
十
四
年
五
月
と
六
月
に
贈
位
さ
れ
、
国
忌
・

山
陵
を
設
置
さ
れ
た
の
だ
が
、
い
ず
れ
も
『
弘
仁
式
』
に
記
載
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
『
弘
仁
式
』
掲
載
の
国
忌
は
、
弘
仁
十
一
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『新幾年中行事毒記載国忌廃置記事抄出

〈件天皇朱鳥元年九月九日崩也。天武天皇大宝二年十二月勅日，九月（九日脱），十二日（月）三日先

驫�坙轣B諸司当盤日宜為廃務。今止。〉

貞観今案止。〈天長元年十月十日宮符，依豪九月汁掛長太政宮論奏省除。〉高野天皇。今案止。

〈霊亀二年舞田原西陵。光仁天皇践酢之後追称春日宮天皇。置国忌山陵也。今不廃務。但省除由不

ｩ也。件国忌載弘仁式也。〉貞観式無所改。而不載延喜式可尋。又載朝所打板。〈仁和三年。〉元慶八

N十二月官符，罎贈皇太后藤原氏山陵，停田原天皇陵。而仁和三年打板猶有此国忌可尋。令検国史

ｳ慶八年六月十六日丙午，雀除件国忌。

前式云大安寺。今案改東寺。

〈前壷大安寺。今案改東寺。〉

〈康保二年三月論奏省除。〉

今案停。〈天長元年十月十日官符，依去九月汁七日論奏止之。但同年十二月十四日官符，列十陵預
ﾗ前也。〉

〈載仁和三年。令止。〉

〈承平元年停之，入九月汁九日国忌。〉

〈今不見。〉

〈令停之，天暦停云々。〉

〈令停之，寛和停云々。〉

〈承平元年九月官符。＜停八月汁七日天（文）徳天皇国忌，入之。＞＞

〈天暦八年崩。同訓年始行之。〉

〈寛和豊（帝入力）演説六月晦贈皇太后胤子国忌。長和年中描眉。〉

〈停四月三日贈皇太后懐子国忌，入朝。〉

各々○を付けた。
わるもののみを掲げた。
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平安初期の天皇権威と国忌（堀）

表二　ぎ新撰年中行事』国忌一覧

式掲載国忌設麗年
i又は死没年）

西暦 忌　日 対　　象　　者 実施寺院
弘 貞 延

天智10年没 671 12月3日 天智天皇 崇福寺 ○ ○ ○

朱鳥元年没 686 9月9日 天武天皇

宝亀元年没 770 8月4日 高野天皇 西大寺 ○

宝亀2年鐙 77！ 8月9日 田原天皇　　（施貴皇子） 元興寺 ○ ○

天応光年没 781 12月23日 光仁天皇 大安寺→東寺 ○ ○ ○

延暦8年没 789 12月28日 贈太皇太后　高野新車 大安寺→東寺 O ○

延暦9年没 790 3月ユ0日 皇后　　　藤原乙牟漏 興福寺 ○ ○ ○

胃薬24年置 805 ！0月17日 世道天皇 大安寺 ○

延暦25年没 806 3月17日 桓武天皇 ○ ○ ○

天長元年没 824 7月7日 平城天皇 西　寺 ○

承和9年没 842 7月ユ5日 嵯峨天皇 国忌不慮

嘉祥3年没 850 3月21臼 仁明天皇 東　寺 ○ ○

天安2年賦 858 8月27日 文徳天皇 西　寺 ○ ○

貞観14年概 872 9月28日 太皇太盾　　藤原順子 東　寺

元慶4年没 880 12月4日 清和天皇 園忌並置

元慶8年概 884 6月30日 贈皇太后　　藤原沢子 東　寺 ○

仁和3年没 887 8月26日 光孝天皇 西　寺 ○

寛平9年遣 897 6月30日 贈皇太后　　藤原胤子 東　寺 ○

昌泰3年没 900 4月1日 太皇太后　　班子女王 国忌不置

昌泰3年没 900 5月22日 太皇太后　　藤原明子 東寺云々 国忌不置

延長8年置 930 9月29日 醍醐天皇 西　寺

天暦6年給 952 8月15日 朱雀天皇 国忌不践

天暦8年置 954 1月4日 太皇太后　　藤原穏子 東　寺

応和4年没 964 4月29日 皇盾　　　藤原安子 西　寺

康保4年没 967 5月25日 村上天皇 （雲林院〉 国忌不置

永観2年置 984 4月3日 贈皇太盾　　藤原懐子 東　寺

寛弘8年置 1011 ユ月28日 贈皇太后　　藤原超子 東　寺

凡例　　・大安寺→東寺…（『弘仁式』記載寺院）→（績観式』記載寺院）を示す。

　　　：年払轟繍籍紬憲睡1講蟹岱』筆草撫盤縮藷銘雑腱猛誕陶
　　　・表の太い横線は，延暦十年国忌省除以前の国忌と以後の国忌の問に引いた。
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⑥

年
撰
進
時
の
ま
ま
の
国
忌
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
三
に
、
注
意
す
べ
き
は
天
武
天
皇
の
国
忌
で
あ
る
。
『
新
撰
年
中
行
事
』
に
掲
載
は
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
『
弘
仁
式
』
や
『
貞
観
式
』
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ど
の
記
載
様
式
と
も
異
な
り
、
引
用
さ
れ
る
史
料
は
『
日
本
書
紀
』
と
『
二
日
本
紀
』
に
止
ま
る
。
西
本
氏
も
『
弘
仁
式
』
掲
載
の
国
忌
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

つ
た
か
ど
う
か
、
慎
重
に
保
留
し
て
い
る
。
『
弘
仁
式
』
掲
載
の
可
能
性
は
皆
無
で
は
な
い
が
、
清
水
潔
氏
の
研
究
か
ら
み
て
、
延
暦
十
年
に

省
除
の
対
象
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
平
安
前
期
よ
り
以
前
に
設
置
さ
れ
た
国
忌
で
あ
っ
て
も
、
『
弘
仁
式
』
と
『
貞
観

式
』
以
外
の
史
料
か
ら
引
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う
こ
と
も
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
以
上
の
点
か
ら
、
西
本
氏
が
論
じ
た
よ
う
に
、
『
新
撰
年
中
行
事
』
は
、
『
弘
仁
式
』
と
『
貞
観
式
』
記
載
の
国
忌
か
ら
抜
書
き
を
し
た
可
能

　
　
　
⑨

性
が
高
い
。
ま
た
、
天
智
天
皇
・
高
野
天
皇
・
光
仁
天
皇
・
高
野
新
芋
・
藤
原
乙
丁
香
・
桓
武
天
皇
・
崇
道
天
皇
が
、
弘
仁
十
一
年
撰
進
時
の

ま
ま
『
弘
仁
式
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
結
果
、
延
暦
十
年
国
忌
省
除
に
お
い
て
な
お
残
っ
た
国
忌
と
し
て
は
、
中
村
氏
が
指
摘

し
た
も
の
の
他
に
、
新
た
に
高
野
天
皇
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
天
武
事
」
の
天
皇
が
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
聖
武
天
皇
も
含

め
て
二
つ
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
念
を
押
す
な
ら
ば
、
こ
れ
で
も
な
お
、
延
暦
十
年
段
階
で
残
っ
た
国
忌
の
す
べ
て
で
あ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
。
た
と
え
ば
元
明
天
皇
や

紀
橡
姫
、
光
明
皇
后
な
ど
も
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
省
除
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
国
忌
は
、
聖
武
天
皇
を
除
け
ば
『
弘
仁

式
』
編
纂
時
ま
で
残
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
延
暦
十
年
国
忌
省
除
で
は
残
り
な
が
ら
、
『
弘
仁
式
』
編
纂
ま
で
に
省
除
さ
れ
た
も
の

は
、
こ
れ
よ
り
軽
視
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
え
る
。
そ
の
上
で
、
「
天
武
系
」
二
天
皇
と
紀
橡
姫
の
国
忌
の
意
義
に
つ
い
て
の
検
討
を

行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
聖
武
天
皇
の
蘇
蜜
は
、
大
同
二
年
に
省
除
さ
れ
る
が
、
高
野
天
皇
は
天
長
元
年
に
省
除
（
表
二
）
さ
れ
て
い
る
。
臨
時
奉
幣
な
ど
で
平
安
期

に
も
聖
武
天
皇
の
山
陵
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
は
一
般
に
、
高
野
天
皇
よ
り
聖
武
天
皇
の
方
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
省
除
の
順
は
逆
で
あ
る
。
省
除
の
原
則
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
、
血
縁
の
遠
近
な
ど
が
唱
え
ら
れ
て
き
た
が
、
先
に
検
討
し
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た
唐
の
宗
廟
制
の
入
替
え
原
則
を
想
起
す
る
に
、
聖
武
天
皇
・
高
野
天
皇
は
唐
と
同
様
、
即
位
順
に
省
除
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
お
き
た
い
。
延
い
て
は
他
の
省
除
に
対
し
て
も
こ
の
原
則
が
当
て
は
め
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
紀
橡
姫
は
、
光
仁
天
皇
の
母
で
あ
り
、
光
仁
天
皇
の
即
位
後
、
忌
日
に
は
国
恩
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
「
御
盆
」
は
山
陵
（
近
陵
）
と
な
っ
た
。

桓
武
天
皇
が
、
直
系
系
譜
を
創
出
し
た
と
す
れ
ば
、
欠
か
せ
な
い
存
在
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
新
撰
年
中
行
事
』
に
掲
載
は
な

く
、
『
弘
仁
式
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
合
わ
せ
て
七
日
前
日
の
日
付
を
も
つ
『
類
聚
三
代
格
』
宝
亀
三
年
九
月
十
三

日
勅
に
は
、
山
陵
の
こ
と
は
載
せ
な
が
ら
、
あ
っ
た
は
ず
の
国
忌
の
記
載
は
す
で
に
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
、
お
そ
ら
く
弘
仁
十
一

年
撰
進
の
『
弘
仁
格
』
に
お
い
て
も
、
編
纂
段
階
で
す
で
に
国
忌
省
除
さ
れ
て
い
た
。
高
野
天
皇
よ
り
も
国
忌
省
除
の
時
期
が
早
い
可
能
性
が

高
く
、
「
天
武
系
」
皇
統
を
排
斥
し
た
直
系
系
譜
創
出
の
原
理
に
は
、
不
利
な
史
料
で
あ
ろ
う
。

平安初期の天皇権威と国忌（堀）

　
延
暦
十
年
国
忌
省
除
が
、
「
天
武
系
」
を
排
除
す
る
た
め
の
施
策
で
あ
る
と
は
言
い
が
た
い
。
も
ち
ろ
ん
「
天
武
系
」
か
ら
「
天
智
系
」
へ

の
皇
統
交
替
論
も
成
立
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
少
な
く
と
も
延
暦
十
年
国
忌
省
除
の
史
料
か
ら
、
直
系
系
譜
創
出
の
た
め
「
自
己
の
直
系
祖

先
の
み
」
に
限
定
し
た
と
も
言
い
が
た
く
、
「
天
智
系
皇
統
意
識
の
成
立
」
を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
、
桓
罷
工
の
頃
に
、

相
対
的
に
血
縁
関
係
が
重
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
否
定
し
な
い
。
け
れ
ど
も
、
国
忌
省
除
の
方
法
は
、
血
縁
の
遠
近
で
は
な
く
、
唐
と
同
様
に

宗
廟
の
原
理
に
従
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
宗
廟
制
の
影
響
が
あ
る
の
な
ら
ば
、
そ
の
具
体
的
内
容
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

①
申
村
一
郎
「
国
忌
の
廃
置
に
つ
い
て
」
（
前
掲
）
。
な
お
、
坂
本
太
郎
「
飛
鳥
浄

　
墓
原
律
令
考
」
（
前
掲
）
は
、
中
村
説
に
雷
及
は
な
い
も
の
の
、
発
表
時
期
か
ら

　
み
て
も
明
ら
か
に
影
響
を
受
け
て
い
る
。

②
中
村
氏
は
そ
の
後
、
「
国
忌
」
（
『
国
史
大
辞
典
臨
第
五
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一

　
九
八
五
年
）
で
は
、
林
陸
朗
「
桓
武
天
皇
の
政
治
思
想
」
（
前
掲
）
に
依
拠
し
、

　
自
ら
そ
の
禁
欲
的
立
場
を
放
棄
し
て
い
る
。

③
西
本
畠
弘
「
東
山
御
文
庫
所
蔵
の
二
冊
本
噸
年
中
行
事
臨
に
つ
い
て
1
伝
存

　
し
て
い
た
藤
原
行
成
の
門
薪
撰
年
中
行
事
㎞
i
扁
（
州
史
学
雑
誌
』
第
｝
〇
七
編

　
第
二
号
、
一
九
九
八
年
）
、
岡
「
「
官
薯
事
類
扁
「
弘
仁
式
」
「
貞
観
式
」
な
ど
の
新

　
出
逸
文
－
魍
新
撰
年
中
行
事
』
に
引
か
れ
る
新
史
料
i
」
（
『
中
日
本
紀
研

　
究
隔
第
瓢
二
五
号
、
一
九
九
八
年
）
。

④
鎌
田
元
一
門
弘
仁
格
式
の
撰
進
と
施
行
に
つ
い
て
」
（
『
古
代
国
家
の
形
成
と
展
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開
日
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
）
。

⑤
　
　
噸
日
本
留
置
隔
弘
仁
十
四
年
五
月
墨
黒
、
弘
仁
十
四
年
六
月
隠
蟹
条
、
天
長
元

　
年
三
月
置
巳
条
な
ど
。

⑥
鎌
田
元
一
「
弘
仁
格
式
の
撰
進
と
施
行
に
つ
い
て
」
（
前
掲
）
が
、
『
弘
仁
格
輪

　
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
魍
弘
仁
式
㎞
で
も
、
弘
仁
十
年
よ
り
後
の
ま
っ
た
く
新
し

　
い
政
策
に
つ
い
て
は
、
記
載
が
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

⑦
西
本
昌
弘
「
「
宮
曹
事
類
」
「
弘
仁
式
」
「
貞
観
式
」
な
ど
の
新
出
逸
文
」
（
前

　
掲
）
。

⑧
重
陽
節
は
、
養
老
令
で
天
武
天
皇
国
忌
の
た
め
削
除
さ
れ
る
が
、
平
腰
弱
に
な

　
る
と
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
間
の
経
緯
、
と
く
に
天
武
天
皇
国
忌
が
延
暦
十
年

　
国
患
省
除
の
対
象
で
あ
っ
た
か
否
か
が
問
題
と
な
る
。
清
水
潔
「
重
陽
節
の
起

　
源
」
（
噸
皇
學
館
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
第
七
五
号
、
一
九
八
五
年
目
は
、
延
暦
十

　
年
国
忌
省
除
の
対
象
で
あ
っ
た
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
経
緯
を
提
示
し
た
。
①
大

　
宝
令
で
天
武
天
皇
国
忌
設
置
・
重
陽
節
停
止
、
②
延
暦
十
年
に
天
武
天
皇
国
忌
省

　
除
・
重
陽
節
復
活
、
③
紀
熟
畑
の
忌
月
で
重
陽
節
を
再
び
停
止
、
④
弘
仁
五
年
に

　
節
日
と
し
な
い
が
、
重
陽
節
を
復
活
。
こ
う
し
た
経
過
は
、
光
仁
母
の
忌
が
当
時

　
問
題
に
な
り
得
た
か
な
ど
疑
問
も
残
る
が
、
今
は
清
水
説
に
従
う
。

⑨
『
新
撰
年
中
行
事
㎞
は
、
『
延
喜
式
㎏
も
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

　
清
和
天
皇
の
祖
母
で
あ
る
太
皇
太
盾
藤
原
順
子
の
国
忌
は
、
『
新
撰
年
中
行
事
』

　
に
記
載
が
あ
る
が
、
『
貞
観
単
一
撰
進
直
後
に
設
置
さ
れ
（
門
日
本
三
代
実
録
輪
貞

　
観
十
四
年
十
二
月
十
三
日
条
）
、
咽
延
喜
式
』
編
纂
以
前
に
廃
止
さ
れ
た
（
咽
旨
本

　
紀
宝
睡
寛
平
九
年
十
二
月
八
日
条
）
。
こ
の
よ
う
に
、
『
延
喜
式
輪
以
前
の
国
忌
に

　
お
い
て
、
式
以
外
の
史
料
も
参
照
し
て
い
た
。

⑩
『
日
本
紀
潜
思
大
同
二
年
五
月
庚
子
条
。

⑪
『
続
日
本
紀
瞼
宝
亀
二
年
十
二
月
丁
卯
条
。
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三
　
天
皇
権
威
の
構
造

（［

j
国
忌
と
寺
院

　
少
な
く
と
も
延
暦
十
年
（
七
九
一
）
国
忌
省
除
か
ら
は
、
「
天
武
系
」
皇
統
排
斥
論
や
直
系
系
譜
創
出
論
が
、
成
立
し
難
い
こ
と
は
明
確
と
な

っ
た
。
そ
こ
で
、
平
安
初
期
の
国
忌
を
検
討
し
、
新
た
に
構
築
さ
れ
た
天
皇
権
威
の
構
造
と
変
遷
を
解
明
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
延
暦
十
年

以
後
の
国
忌
に
つ
い
て
、
寺
院
と
の
関
係
を
分
析
す
る
。

　
平
安
初
期
の
国
忌
実
施
寺
院
を
『
新
撰
年
中
行
事
』
（
表
二
）
な
ど
か
ら
確
認
し
よ
う
。
天
智
天
皇
の
国
恩
は
崇
福
寺
で
実
施
。
光
仁
天
皇

と
高
野
隠
笠
、
崇
道
天
皇
の
国
忌
は
大
安
寺
。
高
野
天
皇
の
国
忌
は
西
大
寺
。
施
貴
皇
子
の
国
忌
は
、
宝
亀
二
年
（
七
七
｝
）
に
川
原
善
で
始

　
　
　
①

ま
っ
た
が
、
『
新
撰
年
中
行
事
』
で
は
元
興
寺
に
変
化
し
て
い
た
。
藤
原
乙
牟
礼
の
ほ
か
、
藤
原
帯
子
の
国
忌
も
興
福
寺
で
実
施
し
て
い
た
と
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②

推
測
さ
れ
る
。
聖
武
天
皇
の
国
忌
は
東
大
寺
で
あ
っ
た
。

　
当
然
南
都
の
主
要
寺
院
が
列
挙
さ
れ
る
た
め
、
都
か
ら
離
れ
た
寺
院
で
の
国
恩
実
施
の
不
便
さ
は
、
長
岡
京
や
初
期
平
安
京
の
課
題
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
点
も
、
延
暦
十
年
国
忌
省
除
の
～
因
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
問
題
は
、
こ
う
し
た
寺
院
で
の
国
忌
が
、
平
安
京
の
東
寺
・
西
寺
に
移
行
す
る
時
の
現
象
で
あ
る
。
す
で
に
佐
藤
泰
弘
氏
は
、
大
安
寺
で
実

施
さ
れ
た
光
仁
天
皇
の
国
忌
が
、
東
寺
に
移
行
し
な
が
昏
も
、
他
の
国
忌
が
移
動
し
な
か
っ
た
と
述
べ
「
九
世
紀
半
ば
に
お
い
て
、
朝
廷
と
大

安
寺
の
関
係
に
は
変
化
が
生
じ
て
い
る
」
と
す
る
。
し
か
し
、
な
お
検
討
を
加
え
る
余
地
が
あ
る
。

　
『
新
撰
年
中
行
事
』
な
ど
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
大
安
寺
か
ら
東
寺
へ
は
、
光
仁
天
皇
の
国
忌
だ
け
で
な
く
、
高
野
新
笠
の
国
忌
も
移
っ

て
い
た
。
ま
た
、
御
霊
と
さ
れ
た
黒
道
天
皇
の
国
忌
も
、
延
暦
二
十
四
年
か
ら
天
長
元
年
（
八
二
四
）
の
間
実
修
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

質
的
に
大
安
寺
か
ら
西
寺
に
移
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
平
安
期
の
史
料
に
み
ら
れ
る
「
西
寺
御
霊
堂
」
で
あ
る
。
『
新
撰
年
中
行
事
』
な
ど

に
よ
れ
ば
、
天
長
元
年
十
月
に
廃
務
国
忌
の
対
象
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
が
、
十
二
月
に
は
荷
前
別
賃
幣
対
象
の
十
王
に
列
な
っ
て
い
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
御
霊
と
し
て
平
安
京
西
寺
に
移
さ
れ
、
国
忌
で
は
な
い
も
の
の
、
忌
日
法
会
を
営
ま
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
そ
れ
で
は
、
大
安
寺
の
国
忌
は
、
い
つ
ど
の
よ
う
に
し
て
移
動
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
西
本
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
光
仁
天
皇
と

高
野
新
笠
の
国
忌
は
、
『
弘
仁
式
』
編
纂
時
に
は
大
安
寺
に
あ
り
な
が
ら
、
『
貞
観
式
』
編
纂
時
に
は
、
東
寺
に
移
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
国

恩
の
移
動
は
、
少
な
く
と
も
弘
仁
十
年
（
八
一
九
）
か
ら
貞
観
十
三
年
（
八
七
一
）
の
間
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
時
期
を
絞
り
込
む
た
め
に
は
、
大
安
寺
と
東
大
寺
の
寺
院
の
序
列
も
素
材
に
な
り
得
る
。
光
仁
・
桓
武
朝
の
大
安
寺
は
、
本
郷
真
魚
氏
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
～
時
東
大
寺
に
抜
か
れ
て
い
た
筆
頭
寺
院
の
地
位
を
取
り
返
し
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
平
安
期
の
南
都
諸
寺
院
の
寺
院
序
列

を
一
瞥
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
筆
頭
等
院
は
東
大
寺
に
他
な
ら
な
い
。
大
安
寺
か
ら
東
大
寺
へ
の
交
替
は
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
事
情
で
行

な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
『
類
聚
三
代
格
』
延
暦
十
七
年
六
月
十
四
日
官
符
で
は
、
大
安
寺
が
南
都
筆
頭
寺
院
で
あ
っ
た
が
、
覗
続
日
本
後
縁
』
承
和
三
年
（
八
三
六
）
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十
二
月
庚
子
条
で
は
、
東
大
寺
が
南
都
筆
頭
寺
院
と
な
っ
て
い
る
。
大
安
寺
に
光
仁
天
皇
ら
の
国
忌
が
置
か
れ
て
い
る
限
り
、
南
都
筆
頭
寺
院

の
座
を
譲
っ
た
と
は
考
え
が
た
く
、
大
安
寺
の
諸
国
忌
の
移
動
こ
そ
そ
の
背
景
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
国
忌
の
移
動
時
期
は
、

『
弘
仁
式
』
の
最
初
の
編
纂
時
で
あ
る
弘
仁
十
年
か
ら
、
承
和
三
年
の
間
と
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
薪
撰
年
中
行
事
隠
所
引
の
弘
仁
治
部
省
式
に
よ
れ
ば
、
光
仁
天
皇
や
高
野
新
品
の
国
忌
は
、
な
お
大
安
寺
に
あ
っ
た
と
さ
れ

る
が
、
同
じ
く
弘
仁
太
政
官
式
に
は
、
東
寺
・
西
寺
の
国
忌
に
つ
い
て
の
規
定
が
記
載
さ
れ
る
。
『
弘
仁
式
』
の
複
雑
な
編
纂
過
程
を
考
慮
に

入
れ
る
な
ら
ば
、
大
安
寺
で
の
国
忌
実
施
は
、
古
い
規
定
が
残
っ
た
箇
所
で
あ
り
、
東
寺
・
西
寺
の
国
忌
規
定
は
、
大
安
寺
か
ら
東
寺
・
西
寺

へ
の
圏
忌
移
動
後
の
新
し
い
規
定
が
、
盛
り
込
ま
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
安
寺
で
の
国
忌
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
に
並
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

し
て
、
東
寺
・
西
寺
で
も
、
た
と
え
ば
桓
武
天
皇
や
平
城
天
皇
な
ど
の
国
忌
が
実
施
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
点
は
保
留
せ
ざ
る
を

　
　
⑳

得
な
い
。

　
以
上
の
迂
遠
な
考
察
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
お
そ
ら
く
は
、
『
弘
仁
式
』
の
編
纂
さ
れ
た
弘
仁
十
年
か
ら
天
長
元
年
ま
で
に
、

東
寺
・
西
寺
で
の
国
忌
が
始
修
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
、
そ
の
国
忌
が
桓
武
天
皇
や
平
城
天
皇
な
ど
に
限
ら
れ
る
の
か
、
さ
ら

に
大
安
寺
に
配
置
さ
れ
て
い
た
国
忌
も
含
む
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
少
な
く
と
も
承
和
三
年
ま
で
に
は
、
大
安
寺
で
実

修
さ
れ
て
い
た
す
べ
て
の
国
忌
が
、
東
寺
・
西
寺
に
移
動
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
二
）
　
平
安
京
と
光
仁
天
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
平
安
初
期
寺
院
と
天
皇
権
威
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
言
及
す
る
研
究
が
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
東
妻
・
西
寺
の
国
家
的
位
置
づ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

が
捨
象
、
あ
る
い
は
不
十
分
で
あ
る
点
に
、
そ
の
問
題
点
は
象
徴
さ
れ
る
。
筆
者
は
黒
藻
に
お
い
て
、
天
皇
発
願
の
寺
院
が
、
直
ち
に
大
寺
と

な
る
時
期
か
ら
、
原
則
と
し
て
｝
般
的
な
国
家
公
認
寺
院
と
同
じ
定
額
寺
、
御
願
寺
に
し
か
な
ら
な
い
時
期
へ
と
転
じ
て
い
く
と
展
望
し
た
。

こ
の
点
も
踏
ま
え
、
先
の
検
討
の
意
義
付
け
を
行
い
た
い
。
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第
一
に
、
大
安
寺
と
光
仁
天
皇
の
特
殊
性
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
平
安
京
の
東
寺
・
西
寺
に
移
転
し
た
国
忌
が
、
大
安
寺
で
行
な
わ
れ
て

い
た
圏
恩
の
み
だ
と
い
う
点
は
、
光
仁
天
皇
以
降
の
特
定
の
天
皇
・
皇
后
の
み
が
、
平
安
京
に
移
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
の
他
の

天
智
天
皇
や
施
貴
皇
子
、
あ
る
い
は
藤
原
乙
牟
漏
な
ど
、
桓
武
天
皇
や
そ
の
子
孫
に
と
っ
て
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
国
忌
で
さ

え
も
、
そ
の
寺
院
を
移
動
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
こ
れ
ま
で
も
、
光
仁
天
皇
自
身
を
重
視
す
る
姿
勢
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
瀧
川
政
次
郎
氏
は
、
延
暦
四
年
と
六
年
、
斉
衡
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

（
八
五
六
）
に
行
わ
れ
た
交
野
で
の
楽
毛
に
お
い
て
、
唐
で
は
高
祖
を
紀
る
べ
き
と
こ
ろ
、
二
度
ま
で
光
仁
天
皇
が
配
賦
神
で
あ
っ
た
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

確
認
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
吉
川
真
司
氏
は
、
長
岡
京
遷
都
な
ど
と
連
動
し
つ
つ
、
光
仁
天
皇
の
山
陵
移
転
を
め
ぐ
る
政
治
史
的
意

義
を
解
明
し
た
。
け
れ
ど
も
、
「
天
武
系
」
排
斥
を
前
提
と
す
る
皇
統
交
替
論
や
直
系
系
譜
創
出
論
と
し
て
位
置
付
け
て
き
た
の
は
問
題
で
あ

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
た
と
え
ば
離
塁
に
お
い
て
皇
統
交
替
を
示
す
な
ら
ば
、
天
智
天
皇
を
祀
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
光
仁
天
皇
を
あ
た
か
も
新
王
朝
の
始
祖
と
し
て

量
る
こ
と
の
意
味
は
、
皇
統
交
替
論
と
は
齪
濾
し
、
直
系
系
譜
創
出
論
に
と
っ
て
も
問
題
を
残
す
。
こ
の
点
、
吉
田
孝
氏
が
「
桓
武
と
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

新
し
い
王
朝
の
始
祖
、
光
仁
か
ら
譲
位
さ
れ
た
こ
と
に
、
自
己
の
正
統
性
の
核
心
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
し
た
点
に
賛
同
す
る
。

　
た
だ
し
、
吉
田
氏
や
坂
上
氏
は
、
桓
武
朝
に
お
け
る
光
仁
天
皇
の
位
置
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
明
確
に
し
な
か
っ
た
。
そ

の
点
で
、
天
長
元
年
か
ら
、
少
な
く
と
も
承
和
三
年
ま
で
の
問
に
も
、
光
仁
天
皇
を
重
視
す
る
意
識
が
あ
っ
た
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
意

　
　
　
　
　
　
　
⑰

味
が
あ
る
。
吉
川
氏
は
、
長
岡
京
遷
都
の
画
期
性
を
論
じ
る
中
で
光
仁
天
皇
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
平
安
京
で
も
同
様
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
平
安
京
は
、
光
仁
天
皇
か
ら
後
の
天
皇
、
后
を
「
寿
ぐ
」
都
で
あ
っ
た
。
桓
武
天
皇
ら
平
安
初
期
の
天
皇
に
と
っ
て
、
長
岡
京
・
平

安
京
に
象
徴
さ
れ
る
形
で
、
光
仁
天
皇
が
基
点
と
な
る
「
新
王
朝
」
の
論
理
が
構
築
さ
れ
て
い
た
。
交
野
で
の
野
老
が
光
仁
天
皇
を
祀
っ
た
の

も
、
改
め
て
二
つ
の
都
城
の
南
郊
に
あ
っ
た
こ
と
の
象
徴
性
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
大
安
寺
以
外
の
大
寺
の
位
置
付
け
で
あ
る
。
新
し
い
タ
イ
プ
の
寺
院
で
あ
る
東
寺
・
西
寺
が
出
現
し
て
も
、
た
と
え
ば
興
福
寺
な
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ど
に
は
、
従
来
の
圏
忌
が
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
大
安
寺
の
み
が
優
遇
さ
れ
た
結
果
と
も
言
え
る
が
、
反
面
そ
れ
ら
の
寺
院
に
お
い
て
、

本
願
人
あ
る
い
は
氏
人
で
あ
る
天
皇
や
皇
后
の
国
忌
と
の
関
係
は
、
簡
単
に
は
切
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
も
評
価
で
き
る
。

　
最
後
に
、
東
寺
・
西
寺
の
革
新
性
で
あ
る
。
国
忌
と
は
一
般
に
、
そ
の
死
者
と
縁
の
あ
る
寺
院
で
行
う
の
が
原
則
で
あ
り
、
た
と
え
ば
藤
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

氏
の
場
合
興
福
寺
と
な
る
。
そ
れ
は
唐
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
平
安
京
遷
都
回
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
設
置
さ
れ
た
国
恩
は
、

た
と
え
藤
原
氏
で
あ
ろ
う
と
も
、
す
べ
て
東
寺
・
西
寺
で
行
わ
れ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
単
に
大
安
寺
の
国
思
が
移
動
し
て
き
た
訳
で
は
な

か
っ
た
。
比
喩
的
に
言
っ
て
東
寺
・
西
寺
は
、
「
王
家
の
寺
院
」
と
い
う
よ
り
も
、
「
国
家
の
寺
院
」
と
し
て
の
側
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

寺
・
西
寺
で
の
国
忌
実
修
は
、
大
寺
か
ら
御
願
寺
へ
の
展
開
と
表
裏
一
体
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
そ
れ
で
は
、
平
安
初
期
の
天
皇
に
と
っ
て
、
天
智
天
皇
は
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
藤
堂
氏
は
、
天
智
天
皇
が
、
八
世
紀
初
頭
に
「
律
令
国
家
の
始
祖
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
と
し
た
。
ま
た
、
大
宝
律
令
制
定
後
に
出
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

す
る
「
不
改
常
典
」
等
が
、
桓
武
天
皇
以
降
の
即
位
宣
命
に
お
い
て
、
固
定
し
、
形
式
化
す
る
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
延
暦
十
年
国
忌
省

除
も
、
そ
の
基
点
は
天
智
天
皇
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
点
で
、
桓
朝
朝
以
降
に
お
い
て
も
、
天
智
天
皇
は
確
か
に
「
王
朝
の
始
祖
」
な
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
桓
武
朝
に
お
い
て
、
八
世
紀
初
頭
に
形
成
さ
れ
た
歴
史
意
識
を
継
承
す
る
側
面
が
あ
っ
た
。
そ
の
限
り
で
、
延
暦
十
年
国

忌
省
除
に
も
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
「
天
武
系
」
の
天
皇
を
積
極
的
に
排
斥
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
延
暦
年
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
二
度
の
山
陵
臨
時
奉
幣
か
ら
、
直
系
系
譜
創
出
を
読
み
込
む
こ
と
も
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
、
桓
南
朝
の
歴
史
意
識
に
お
い
て
、
天
智
天
皇
と
光
仁
天
皇
、
そ
の
ど
ち
ら
を
重
視
す
る
か
の
視
点
に
は
、
や
や
プ
レ
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
両
者
は
次
元
の
異
な
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
天
皇
権
威
の
大
き
な
変
動
の
中
で
桓
武
天
皇
は
、
八
世
紀
初
頭
よ
り
続
く
「
王

朝
」
の
王
と
し
て
の
立
場
を
継
承
し
つ
つ
、
遷
都
に
よ
っ
て
「
新
王
朝
」
が
築
か
れ
た
こ
と
を
演
出
し
た
の
で
あ
る
。
桓
武
天
皇
も
含
め
た
平

安
初
期
天
皇
の
正
統
性
の
あ
る
種
の
二
重
構
造
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
点
を
止
揚
す
る
一
つ
の
方
策
と
し
て
、
東
寺
・
西
寺
の
国
忌
が
成
立
し

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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平安初期の天皇権威と国忌（堀）

　
少
な
く
と
も
平
安
初
期
に
は
、
天
智
天
皇
の
位
置
付
け
を
「
王
朝
の
始
祖
」
と
し
て
継
承
し
つ
つ
、
光
仁
天
皇
を
長
岡
京
・
平
安
京
に
体
現

さ
れ
る
「
新
王
朝
の
始
祖
」
と
し
た
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
「
王
朝
の
始
祖
」
と
し
て
の
天
智
天
皇
の
位
置
付
け
を
継
承
し
、
い
わ
ゆ
る

「
天
世
系
」
天
皇
も
含
め
て
積
極
的
に
は
否
定
し
な
か
っ
た
点
が
、
桓
武
天
皇
の
革
新
性
の
限
界
を
示
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
け
れ
ど

も
、
延
暦
十
年
国
忌
省
除
は
、
天
智
天
皇
に
始
ま
り
、
代
々
継
承
さ
れ
て
き
た
系
譜
意
識
を
明
確
に
否
定
し
た
点
で
、
画
期
的
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
そ
の
後
、
個
々
の
天
皇
権
威
に
密
着
し
て
建
立
さ
れ
て
い
た
大
寺
が
、
大
安
寺
を
基
盤
に
し
て
、
個
々
の
天
皇
権
威
を
超
越
す
る
東
寺
・

西
寺
へ
と
転
じ
た
点
は
、
よ
り
明
確
な
転
換
点
で
あ
っ
た
。

①
施
基
皇
子
の
「
最
期
」
は
川
原
寺
で
行
わ
れ
て
い
た
（
『
命
日
本
紀
』
宝
亀
二

　
年
五
月
甲
寅
条
）
が
、
糊
新
撰
年
中
行
事
輪
で
は
元
興
寺
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
長
岡
京
遷
都
に
よ
り
川
原
寺
が
遠
隔
地
と
な
っ
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。

②
『
続
日
本
紀
馳
天
平
勝
宝
八
歳
六
月
甲
三
条
。

③
佐
藤
泰
弘
「
檀
両
朝
の
復
古
と
革
新
扁
（
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
年

　
報
都
城
嚇
　
＝
一
、
二
〇
〇
〇
年
）
。

④
『
類
聚
出
国
抄
嚇
第
三
、
天
徳
二
年
五
月
十
七
日
官
宣
旨
な
ど
。

⑤
『
江
家
次
第
匝
巻
第
三
「
当
時
国
忌
」
の
項
目
に
、
停
止
さ
れ
て
い
た
崇
道
天

　
皇
国
忌
が
記
載
さ
れ
、
割
注
に
讐
大
安
寺
欲
。
廃
否
可
レ
尋
。
諸
司
不
参
」
と
あ

　
る
が
、
実
態
と
し
て
あ
っ
た
か
否
か
確
認
で
き
な
い
。

⑥
西
本
昌
弘
笥
官
曹
事
類
」
「
弘
仁
式
」
「
貞
観
式
扁
な
ど
の
新
出
逸
文
」
（
前

　
掲
）
。

⑦
本
郷
真
紹
「
光
仁
・
桓
武
朝
の
国
家
と
仏
教
－
早
良
親
王
と
大
安
寺
・
東
大

　
単
一
扁
（
『
仏
教
史
学
研
究
隔
第
三
四
巻
第
一
号
、
【
九
九
一
年
）
。

⑧
㎎
類
聚
三
代
格
臨
の
記
載
は
、
当
然
官
符
の
日
付
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
は
な
い

　
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
『
弘
仁
格
睡
撰
進
時
の
状
態
と
考
え
ら
れ
る
。

⑨
東
等
・
西
寺
が
建
立
さ
れ
る
以
前
の
桓
武
天
皇
国
忌
の
実
施
場
所
が
問
題
に
な

　
る
が
、
お
そ
ら
く
大
安
導
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

⑩
東
寺
・
西
寺
が
大
寺
に
列
す
る
「
十
五
大
寺
」
が
登
場
す
る
噸
日
本
紀
略
』
天

　
長
元
年
四
月
丁
未
条
ま
で
に
は
、
東
寺
・
西
寺
で
も
国
忌
が
実
施
さ
れ
た
可
能
性

　
が
あ
る
。
明
目
本
紀
略
臨
天
長
王
年
三
月
丁
丑
条
に
は
、
檀
武
天
皇
の
た
め
の
西

　
寺
で
の
法
華
経
供
養
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
西
口
順
子
「
十
三
大
寺
」
「
十
五
大

　
寺
」
（
門
平
安
時
代
史
事
典
㎞
本
編
上
、
角
川
書
店
、
一
九
九
四
年
）
参
照
の
こ
と
。

⑪
本
郷
真
紹
「
B
本
古
代
の
王
権
と
仏
教
」
（
『
日
本
史
研
究
』
第
二
九
五
号
、
一

　
九
八
七
年
）
は
、
鎮
護
国
家
仏
教
に
「
国
土
擁
護
」
と
「
国
王
擁
護
」
の
両
側
面

　
が
あ
る
と
し
た
上
で
、
道
鏡
の
登
場
な
ど
政
治
的
危
機
を
経
験
し
た
後
、
十
禅
師

　
や
御
願
寺
な
ど
に
よ
っ
て
「
国
王
擁
護
」
の
機
能
を
専
門
的
に
分
担
す
る
機
能
が

　
出
現
し
、
天
皇
の
個
人
的
意
向
や
病
気
な
ど
に
仏
教
政
策
が
左
右
さ
れ
な
く
な
る

　
と
論
じ
た
。

⑫
拙
稿
「
智
の
政
治
史
的
考
察
－
奈
良
平
安
前
期
の
国
家
・
寺
院
・
学
僧

　
－
扁
（
剛
南
都
仏
教
㎞
第
八
○
号
、
二
〇
〇
　
年
）
。

⑬
瀧
川
政
次
郎
門
革
命
思
想
と
長
岡
遷
都
」
（
『
法
制
史
論
叢
第
2
冊
京
制
並
に

　
都
城
制
の
研
究
睡
角
川
書
店
、
　
一
九
六
七
年
）
。

⑭
『
続
日
本
紀
』
斜
照
四
年
十
一
月
壬
寅
条
、
同
六
年
十
一
月
心
髄
条
、
『
日
本

　
文
徳
天
皇
実
録
輪
斉
衡
三
年
十
一
月
丁
酉
条
。

⑮
吉
川
真
司
「
後
佐
保
山
陵
」
（
前
掲
）
。
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⑯
瀧
川
政
次
郎
「
革
命
思
想
と
長
岡
遷
都
」
（
前
掲
）
や
吉
鼻
詰
氏
は
、
天
智
天

　
皇
と
天
武
天
皇
が
同
姓
な
の
で
易
姓
革
命
に
は
あ
た
ら
な
い
と
す
る
。

⑰
吉
川
真
司
「
後
佐
保
山
陵
」
（
前
掲
）
。

⑱
『
魏
郷
録
瞼
巻
十
三
「
国
忌
設
斎
」
所
収
咽
続
温
田
歴
逸
文
（
前
掲
）
。

⑲
東
寺
・
西
寺
に
は
、
大
安
寺
に
設
置
さ
れ
て
い
た
光
仁
天
皇
以
降
の
国
忌
が
移

　
謁
し
た
こ
と
と
、
大
安
寺
に
は
、
高
野
薪
笠
の
国
忌
も
含
ま
れ
る
こ
と
。
こ
の
二

　
点
か
ら
光
仁
朝
以
降
、
あ
る
い
は
橿
武
朝
以
降
の
大
安
寺
に
、
後
の
東
寺
・
西
寺

　
の
萌
芽
と
す
べ
き
点
が
あ
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。

⑳
　
田
中
聡
覇
陵
墓
隔
に
み
る
噸
天
皇
臨
の
形
成
と
変
質
l
l
古
代
か
ら
中
世
へ
」

　
（
『
門
陵
墓
」
か
ら
み
た
日
本
史
幅
青
木
轡
店
、
一
九
九
五
年
）
は
、
山
陵
へ
の
臨

　
時
奉
幣
に
注
目
し
、
天
智
天
皇
や
桓
武
天
皇
を
基
点
と
す
る
も
の
や
、
先
代
を
回

　
顧
す
る
も
の
な
ど
に
分
類
し
、
直
系
系
譜
論
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
側
面
を
指

　
摘
す
る
。

⑳
早
川
庄
八
「
律
令
国
家
・
王
朝
国
家
に
お
け
る
天
皇
」
（
明
天
皇
と
古
代
国
家
歴

　
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
。
初
出
　
九
八
七
年
）
。

⑫
　
　
『
目
本
紀
略
字
延
暦
十
四
年
九
月
踊
帯
条
に
関
わ
る
梵
釈
寺
創
建
は
、
天
智
天

　
皇
へ
の
意
識
を
継
承
す
る
だ
け
で
な
く
、
再
構
築
し
た
の
だ
と
も
い
え
る
。

⑬
　
　
咽
続
日
本
紀
隔
延
暦
四
年
十
月
庚
午
条
、
州
日
本
紀
岩
群
延
暦
十
二
年
三
月
癸

　
中
条
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
延
暦
十
年
（
七
九
一
）
国
恩
省
除
を
め
ぐ
っ
て
、
迂
遠
な
検
討
を
す
す
め
て
き
た
。
新
た
な
天
皇
権
威
の
構
造
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
、
変

化
の
プ
ロ
セ
ス
に
重
点
を
お
き
な
が
ら
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　
八
世
紀
後
半
に
は
、
「
天
皇
霊
」
や
擬
制
的
オ
ヤ
ー
コ
関
係
の
消
滅
な
ど
に
よ
り
、
天
皇
権
威
の
拠
り
所
が
危
機
を
迎
え
る
中
で
、
新
た
な

権
威
を
模
索
す
る
動
き
が
あ
っ
た
。
桓
武
天
皇
の
皇
位
継
承
の
正
統
性
も
問
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
を
背
景
と
し
つ
つ

も
、
桓
武
天
皇
は
、
即
位
宣
命
や
山
陵
へ
の
臨
時
奉
幣
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
天
智
天
皇
を
否
定
せ
ず
、
「
王
朝
の
始
祖
」
と
し
て
の
位

置
付
け
を
継
承
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
長
岡
京
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
父
で
あ
る
光
仁
天
皇
を
重
視
す
る
革
新
的
な
政
策
を
実
行
し

　
　
①

て
い
る
。
光
仁
天
皇
を
あ
た
か
も
「
薪
王
朝
の
始
祖
」
の
ご
と
く
す
る
政
策
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
延
暦
十
年
国
忌
省
除
は
、
廃
務
国
忌
増
加
に
よ
る
政
務
停
滞
へ
の
対
応
を
直
接
的
な
契
機
と
す
る
。
半
永
久
的
に
固
定
さ
れ
た
か
に
見
え
た

圏
忌
が
、
新
し
く
入
替
え
可
能
に
な
っ
た
点
は
、
新
た
な
方
向
性
を
示
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
代
々
の
天
皇
を
重
視
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た

以
上
、
必
然
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。
国
忌
は
省
除
さ
れ
れ
ば
国
忌
で
は
な
く
な
り
、
お
そ
ら
く
国
忌
と
一
体
の
出
帆
で
も
、
七
世
紀
後
半
以
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②

後
の
歴
代
天
皇
等
を
祀
る
近
陵
か
ら
外
さ
れ
、
他
の
山
陵
と
同
格
に
な
る
よ
う
に
変
化
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
宗
廟
制
の
影
響
と
い
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ら
ば
む
し
ろ
、
直
接
に
は
山
陵
制
度
を
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
そ
の
省
除
の
方
法
は
、
天
智
天
皇
を
基
点
に
す
る
と
と
も
に
、
古
く
に
即
位
し
た
天
皇
の
順
に
省
除
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
の
方
法

が
、
唐
制
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
聖
武
天
皇
や
高
野
天
皇
が
残
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
天
武
生
」
皇
統
排
斥
論
、
ま
た
い
う
ま
で
も
な

く
皇
統
交
替
論
も
成
立
し
が
た
い
。
直
系
系
譜
創
出
論
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
延
暦
十
年
国
忌
省
除
か
ら
は
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、

「
天
母
系
皇
統
意
識
の
成
立
」
も
十
分
な
論
拠
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
で
、
「
天
武
烈
」
皇
統
排
斥
論
に
否
定
的
で
あ
っ
た
吉
田
孝

説
は
改
め
て
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。

　
平
安
京
遷
都
後
、
天
長
元
年
（
八
二
四
）
か
ら
少
な
く
と
も
承
和
三
年
（
△
一
一
六
）
ま
で
の
間
に
、
大
安
寺
で
実
施
さ
れ
て
い
た
光
仁
天
皇
以

下
の
国
忌
の
み
、
平
安
京
の
東
寺
・
西
寺
に
移
さ
れ
た
。
長
岡
京
に
光
仁
天
皇
以
下
の
皇
統
が
象
徴
さ
れ
た
よ
う
に
、
平
安
京
も
同
様
の
都
と

し
て
形
成
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
平
安
京
は
、
長
岡
京
と
異
な
る
点
も
多
い
。
東
寺
・
西
寺
の
建
立
は
、
積
極
的
に
寺
院
を

取
り
込
み
統
御
し
て
い
こ
う
と
す
る
意
思
が
伺
わ
れ
る
。
大
安
寺
か
ら
東
寺
・
西
寺
へ
の
国
忌
移
転
以
後
、
薪
た
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
天
皇
・
皇
后
の
国
忌
は
、
た
と
え
藤
原
氏
で
あ
っ
て
も
東
寺
・
西
寺
で
実
施
す
る
よ
う
に
変
化
し
た
。
東
寺
・
西
寺
は
、
天
皇
の
権
威
を

個
々
の
人
格
や
結
び
つ
き
か
ら
切
り
離
し
、
飛
翔
さ
せ
る
機
能
を
担
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
天
長
元
年
前
後
と
い
え
ば
、
菓
寺
・
西
寺
と
表
裏
～
体
の
御
願
寺
が
登
場
し
、
山
陵
を
宗
廟
と
位
置
付
け
た
即
位
奉
幣
が
行
な
わ
れ
始
め
る

な
ど
、
寺
院
政
策
や
山
陵
政
策
に
お
い
て
も
変
化
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
「
薬
子
の
変
」
を
引
き
金
と
す
る
太
上
天
皇
綱
の
変
質

も
同
じ
時
期
で
あ
っ
た
。
平
安
京
を
中
心
と
す
る
祭
祀
体
系
の
確
立
と
天
皇
権
威
の
変
質
に
と
っ
て
、
天
長
元
年
前
後
を
一
つ
の
画
期
と
位
置

付
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
あ
る
ま
い
。
ま
た
、
遷
都
自
身
が
行
な
わ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
も
、
こ
れ
ら
の
現
象
と
無
関
係
で
は
あ
り
え
な
い
。

　
そ
の
後
の
展
開
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
天
皇
権
威
の
飛
翔
も
、
な
お
過
渡
的
で
あ
っ
た
点
も
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
個
々
の
天
皇
権
威
が
絡
ま
る
国
忌
を
そ
も
そ
も
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
な
お
天
皇
の
権
威
が
個
別
化
し
て
い
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る
と
の
評
価
も
可
能
で
あ
る
。
淳
和
太
上
天
皇
や
嵯
峨
太
上
天
皇
が
、
そ
の
死
没
時
に
国
忌
．
山
陵
の
設
置
を
拒
否
す
る
の
は
目
前
で
あ
っ
た
　
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

も
の
の
、
「
如
在
之
儀
」
に
象
徴
さ
れ
る
不
死
の
天
皇
が
出
現
し
、
天
皇
で
あ
っ
て
も
国
忌
・
山
陵
の
設
置
を
拒
否
す
る
よ
う
に
変
化
す
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
0

は
、
十
一
世
紀
前
半
で
あ
っ
た
。

①
吉
川
真
司
「
後
佐
保
山
陵
」
（
前
掲
）
。

②
北
康
宏
「
律
令
陵
墓
祭
祀
の
研
究
」
（
『
史
学
雑
誌
隔
第
　
○
八
編
第
＝
号
、

　
一
九
九
八
年
）
は
、
「
近
陵
制
は
別
貢
幣
に
先
行
し
て
存
在
し
て
い
た
制
度
」
と

　
し
［
常
規
内
近
陵
優
遇
制
」
と
す
る
。

③
高
取
正
男
『
神
道
の
成
立
』
（
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
｝
九
九
三
年
。
初
出

　
一
九
七
九
年
）
な
ど
は
、
桓
武
朝
に
お
け
る
伊
勢
神
宮
を
宗
廟
の
よ
う
に
考
え
た

　
と
す
る
。
こ
の
是
非
は
後
考
を
挨
つ
が
、
延
暦
十
年
国
君
省
除
が
、
山
陵
を
宗
廟

　
と
考
え
、
省
除
の
論
理
を
適
用
し
た
可
能
性
も
高
い
と
考
え
る
。

④
窟
制
の
宗
廟
と
一
体
の
国
忌
省
除
の
原
則
は
、
後
に
十
墨
黒
墓
制
と
し
て
固
定

　
化
す
る
。
た
だ
し
、
即
位
し
た
古
い
順
に
省
除
す
る
と
の
原
則
は
、
太
上
天
皇
な

　
ど
が
国
忌
・
省
除
を
忌
避
す
る
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
確
立
せ
ず
、
周
知
の
よ
う
に

　
系
譜
上
結
節
点
と
な
る
天
皇
の
み
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

⑤
東
寺
は
、
こ
の
前
年
に
真
言
宗
に
対
し
て
与
え
ら
れ
（
『
類
聚
三
代
格
』
弘
仁

　
十
四
年
十
月
十
日
官
符
）
、
東
寺
・
西
寺
の
寺
院
体
制
も
本
格
的
な
整
備
が
進
め

　
ら
れ
た
。
熟
和
天
皇
の
即
位
と
仏
教
政
策
に
お
け
る
画
期
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

　
「
空
海
一
鎮
護
国
家
・
国
王
護
持
の
密
教
者
－
漏
（
近
刊
）
参
照
。

⑥
服
藤
早
苗
門
山
陵
祭
祀
よ
り
見
た
家
の
成
立
過
程
」
（
前
掲
）
が
指
摘
す
る
よ

　
う
に
、
淳
和
天
皇
の
即
位
に
当
た
り
、
即
位
前
の
弘
仁
十
四
年
四
月
、
唐
の
謁
廟

　
の
礼
を
模
倣
し
て
、
桓
武
天
皇
陵
に
初
の
即
位
奉
幣
を
実
施
し
て
い
る
。
淳
和
太

　
上
天
皇
の
死
没
直
前
に
は
、
当
時
の
貴
族
に
、
山
陵
は
「
宗
廟
」
で
あ
る
と
の
意

　
識
も
あ
っ
た
（
糊
続
日
本
後
紀
律
承
和
七
年
五
月
辛
巳
条
）
。

⑦
拙
稿
「
天
皇
の
死
の
歴
史
的
位
置
1
「
如
在
之
儀
」
を
中
心
に
i
」
（
『
史
林
』

　
第
八
一
巻
第
一
号
、
～
九
九
八
年
）
、
同
「
死
へ
の
ま
な
ざ
し
1
死
体
・
出
家
・

　
た
だ
人
－
扁
（
『
日
本
史
研
究
蝕
第
四
三
九
号
、
一
九
九
九
年
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
阪
樟
愚
女
子
大
学
）



　　　　　The　Authority　of　the　Te皿o　and　the　1動勉国忌，

the　Ot丘cial　A面versary　of　the　Death　of　the　Previous　Tenno，

　　　　　　　　at　the　Beginning　of　the　Heian平安Period

by

HoRI　Yutaka

　　1　have　investigated　in　this　study　the　process　of　the　reorganization　of　imperial　au－

thority　at　the　beginning　of　the　Heian平安period　using　the　leolei国忌，　an　annual

Buddhist　memorial　service　sponsoyed　by　the　state　for　the　previous　（often　trans－

lated　as　emperor）．　As　the　authority　of　the　tenno　was　shaken　in　the　late　eighth

ceneury，’　the　importance　attaclted　to　the　preceding　tenno　was　inevitably　reduced．

This　was　a　prerequisite　of　the　reorganization．

During　the　reign　of　Emperor　Kanmu桓武，　the　Emperor　Tenj’i天智continued

to　be　viewed　as　“the　foundey　of　the　dynasty”　as　he　had　at　the　start　of　the　eighth

century，　but　the　Emperor　Konin光仁was　seen　as“the　founder　of　the　new　dynas－

ty．”“The　new　dynasty”was　embodied　in　the　capitals　of　Nagaokakyo長岡京and

Heiankyo平安京．
　　Although　it　has　been　argued　thatthe　failure　to　observe　the　kold　in　the　10th　yeay

of　the　Enryaku延暦era（791）amounted　to　the　exclusion　of£the　Emperor　Tenmu’s

天武line　or　the　transfer　of　the　imperia踊ne　from　the　Te㎜u　to　Emperor　Tenji，

these　theories　don’t　seern．　to　hold　tme．　Consideration　of　Emperor　Tenji　as　the

new　founder　and　ignoring　the　importance　of　preceding　emperors　should　rather　be

uRderstood　as　shairing　commonalities　with　the　other　policies　carried　out　during　the

血1e　of　the　emperor　Karmiu．　The　specia至feature　that　set　Heiankyo　apart　from

Nagaokakyo　was　the　erection　of　T（）ji東寺and　Saiji西寺，　temples　that　emphasized

imperial　authority　itseif　and　superceded　the　authority　ef　individual　Tenno．　The　re－

vival　of　the　koki　at　Toji　and　Saijican　be　regarded　as　epoch－mal〈ing　events　in　the

reorganlzation　of　imperial　authority　beguin　during　the　reign　of　Kanmu．

（858）


